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お殿さま気分でいい湯だなぁ〜

さくら湯（龍の湯）招待事業
稲田小学校

今月の主なお知らせなど

2019 女子ハンドボール世界選手権大会
山鹿市消防本部からのお知らせ
令和元年度上半期 財政状況
令和２年度固定資産税（償却資産）の申告

2019 山鹿さくら湯開湯まつり

高速バス「山鹿探訪エクスプレス」11 月１日㈮
から運行開始！

虐待や暴力から隣の人を守りましょう
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今月の表紙　さくら湯（龍の湯）招待事業    10 月１日

11
2019

November
No.227

　山鹿温泉のシンボルとして平成24 年11 月に再生した
さくら湯を活用し、入浴マナー教室と江戸時代から受け継
がれてきた山鹿温泉の歴史を体験する「さくら湯（龍の湯）
招待事業」が行われました。ことしで６年目となるこの事業
は、市内の全小学校の１年生を対象に、毎年山鹿市が招待し
て行われており、この日招待された稲田小学校の１年生15
人（男子７人、女子８人）は、最初に施設見学や山鹿温泉の
歴史を学んだ後、男女に分かれて、高貴な人のみが入ってい
たという「龍の湯」に入浴。お風呂から上がった谷口陽

あ き

保
ほ

く
んは「お殿さま気分で入れてとても気持ちが良かった。上
を見ると、龍が２匹いてビックリしました」とうれしそうに
話してくれました。
　表紙の写真は「龍の湯」に入る１年生の男子です。

さくら湯前で記念撮影

　バスケットボールが好きで、キャプテンを務めてい
る部活だけでなく、クラブチームでも週３回練習をし
ています。1 年生から続けている習字も毎週教室に通
い、今は準５段を目指して頑張っています。

杉山　夏
か な

菜さん
山鹿小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた

子どもたちを
紹介する

コーナーです

目 次
３ 2019 山鹿さくら湯開湯まつり
４ 2019 女子ハンドボール世界選手権大会
６ 山鹿市消防本部からのお知らせ
８ 令和元年度上半期　財政状況
９ 令和２年度固定資産税（償却資産）の申告

10 虐
ぎゃく

待
たい

や暴力から隣の人を守りましょう

11
児童扶養手当の支給回数が変わります
山鹿市プレミアム付商品券の購入はお済みですか？

12 第２回きくかまつりフォトリポート

13
高速バス「山鹿探訪エクスプレス」11 月１日㈮
から運行開始！
菊鹿ワイナリー感謝祭 2019

14 街角ぐるっと NAVI

17
人権啓発だより　第 11 号
山鹿の装飾古墳　第４回

18 みんなの広場 / 今月の街角ギャラリー
20  市民文芸

21
図書館スタッフおすすめの１冊
空き家バンク登録物件募集

22
地域おこし協力隊通信
消費生活相談

23
環境だより
バンビ通信

24 わくわくネット

26
みんなの健康手帳
元気のお手伝い　vol.127

28 およろこび・うぶごえ・おくやみ
29 案内版
38 定例相談
39 オムロンハンドボール部

40
すくすく倶楽部
やまがメイト利用者増加中！
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問山鹿さくら湯開湯まつり実行委員会事務局　☎（43）4111（山鹿商工会議所）
※時間などの詳しい日程は、山鹿商工会議所およびさくら湯ホームページにて告知予定です

　平成 24 年 11 月 23 日のさくら湯開湯を記念して、開湯記念日である 11 月 23 日を中心に開催！演芸
ステージや綱引き大会、グルメフェアーなど多くの催しがあります。
　また、ことしは石の風ぐるま友好都市交流事業がまつりに合わせて実施されます。彫刻家、門脇おさむ
氏制作の「石の風ぐるま」を縁として友好都市提携を締結している旧有

う

漢
か ん

町（岡山県高
た か

梁
は し

市）、旧大正町（高
知県四万十町）、旧鹿本町（山鹿市）の郷土芸能団体による出演などが行われます。

11 月 23 日㈷・24 日㈰  さくら湯 周辺にて

2 0 1 9
山鹿さくら湯開湯まつり

● 第 31 回伝説力くらべ綱引き大会（中学生の部・ジュニアＡ・ジュニアＢ・ジュニアＣの部）
　（さくら湯周辺歩行者天国内）
●第６回ダンスコンテスト in ＹＡＭＡＧＡ　（特設ステージ）
●ハナウタステージ　MICA ライブ　（特設ステージ）
●ＪＡＺＺ  ＬＩＶＥ　千葉雄司＆ビーナチュラル　（特設ステージ）
●秋のご当地グルメフェアー　（さくら湯多目的広場）
●やまが大飲みさろき大会　（特設ステージ）

●石の風ぐるま友好都市交流事業（オープニングセレモニー、踊り、太鼓）（特設ステージ）
●劇団肥後にわかショー　（特設ステージ）
●祝餅投げ　（さくら湯周辺）
●秋のご当地グルメフェアー　（さくら湯多目的広場）

◆ 11 月 17 日㈰  午後０時半〜３時半　湯の町やまが「華の響宴」　（八千代座）
◆ 11 月 24 日㈰  午後１時〜４時　　　ふるさと自慢こども祭り　（山鹿市民交流センター）
◆ 12 月 14 日㈯  午後１時半〜６時　　ハナウタ in 八千代座　（八千代座）

 関連イベント

 11 月 23 日㈷

 11 月 24 日㈰

 200 円チャリティー入湯

他にも多数のイベントがあります！ぜひお越しください！

施 設 名 開催日時 施 設 名 開催日時
山鹿温泉　清流荘 23,24 日  正午〜午後３時 山鹿温泉　恵荘 23,24 日  午前 10 時〜午後３時

富士ホテル 24 日のみ  午後３時〜９時 ビジネス湯宿　湶 24 日のみ  午後６時〜 11 時

サンパレス松坂 23,24 日  午前 11 時〜午後 10 時半 ビジネス新青山荘 23,24 日  午後１時〜５時
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無料で振る舞い
ます！

ファンゾーン、応援団などの情報をお知らせします！

ボール世界選手権大会

◦当日券のチケット販売は、会場入口で 13 時から行います（当日券や翌日以降の前売券を販売予定）。
◦開場時間は、13 時 30 分です（第１試合開始の１時間 30 分前から入場できます）。
◦ 入場口では手荷物検査があるため、試合開始直前は混み合います。余裕を持って会場にお越しください（キャリーケー

スなどの大きな荷物は持ち込めません）。
◦ セキュリティに万全を期すため、瓶および缶は会場内に持ち込み禁止です（入場口でコップに移し替えるか、廃棄して

いただきます）。

観戦される人へ大切なお知らせ

前回大会の応援団の様子
All rights reserved ⓒ IHF

　各校区で１試合30人ずつの応援団を結成し、試合を盛り上げます！
応援グッズとして、ハリセン、手旗の無料配布を予定しています（い
ずれも数に限りがあります）。手作りの応援グッズも持ち込み可能で
すので、校区応援団に合わせて、みんなで各チームを応援しましょう！

校区応援団　応援日程表

11/30
㈯

15:00 ドイツ vs ブラジル
【川辺校区】 【来民校区】

18:00 フランス vs 韓 国
【六郷校区】 【八幡校区】

12/１
㈰

15:00 ブラジル vs フランス
【大道校区】 【岩野校区】

18:00
オーストラリア

vs
ドイツ

【山内校区】 【千田校区】

12/３
㈫

15:00 韓 国 vs ブラジル
【山鹿校区】 【米田校区】

19:00 フランス vs オーストラリア
【米野岳校区】 【中富校区】

12/４
㈬

15:00 オーストラリア vs 韓 国
【稲田校区】 【内田校区】

19:00 ドイツ vs フランス
【広見校区】 【平小城校区】

12/６
㈮

15:00 ブラジル vs オーストラリア
【三岳校区】 【岳間校区】

19:00 ドイツ vs 韓 国
【三玉校区】 【城北校区】

校区応援団を結成します！
〜１校区１国運動〜

ハリセン
（前回大会用）

問世界ハンドボール大会推進室
　☎ (41)5636

ファンゾーン 　会場前には、おいしくて楽しい「ファンゾーン」を設置します！さまざまなグルメブースや
体験ブースなどがあり、試合前や試合の合間に楽しむことができるスペースです。

●焼きそば
●ステーキ牛串焼き
●とりの唐揚げ
●たいぴー麺
●お弁当
●タピオカドリンク
●生ビール　　　　他

●灯籠なりきり体験
●まゆ玉人形作り体験（土日のみ）
●ハンドボール VR 体験
●おりひめ JAPAN 応援短冊

●山鹿茶
●焼き栗（数量限定）

土・日 (11 月 30 日 ,12 月１日）：13:00 ～ 20:00
平日 (12 月３, ４, ６日）　　　：13:00 ～ 21:00
※状況により早く閉まる場合があります

ファンゾーン（イメージ図）
開設時間（予定）

グルメブース 体験ブース

おもてなし

2019 女子ハンド 検索
詳しい試合日程やチケット情報は、オフィシャルサイトをご覧ください。

会場内には光るシルク
ドレスの展示もあります！
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いよいよ開幕まで約１ヵ月と迫った大会の駐車場やアクセス、

2019女子ハンド
11 月 30日㈯開幕 !!

第１多目的グラウンド

第１駐車場

第２駐車場

第３駐車場
第４駐車場

総合体育館

第５駐車場

第６駐車場

第７駐車場

第２多目的グラウンド

第３多目的グラウンド

テニスコート
テニスコート駐車場

市民球場

P

P
P

P

P

P

P

…屋外トイレ
P …駐車場

★ 一般駐車場
　（第１〜４駐車場）

★★

★

★

P

◆ 関係者駐車場
　（テニスコート、
　第６, ７駐車場）

◆

◆

◆

カルチャースポーツセンター駐車場位置図

試合会場

バス駐車場、送迎車両
※一般駐車なし

…道路

第１・２駐車場

第４・３駐車場

山鹿バスセンター

大会関係者駐車場

タクシー

二輪・自転車

徒歩

自
家
用
車

公
共
交
通

そ
の
他

山
鹿
市
総
合
体
育
館

熊
本
桜
町
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

アクセス

循環

シャトル

※１

※ １　総合体育館から遠い第１・２駐車場については循環バス（無料）を運行します

土・日（11月30日,12月１日） 平日（12 月３, ４, ６日）

山鹿バスセンター　発　➡　山鹿市総合体育館　行
出発−到着時間 出発−到着時間

13:30 発 − 13:50 着 13:30 発 − 13:50 着
14:10 発 − 14:30 着 14:10 発 − 14:30 着
16:50 発 − 17:10 着
17:30 発 − 17:50 着 17:30 発 − 17:50 着

18:10 発 − 18:30 着
山鹿市総合体育館　発　➡　山鹿バスセンター　行

出発−到着時間 出発−到着時間
16:30 発 − 16:50 着 16:30 発 − 16:50 着
17:10 発 − 17:30 着 17:10 発 − 17:30 着
20:00 発 − 20:25 着 20:40 発 − 21:00 着

※２山鹿バスセンターから
無料シャトルバスを運行します

※２

★

駐輪場

シャトルバスの運行本数、時間につい
ては変更の可能性があります。詳しく
は、オフィシャルサイト内の交通情報
をご確認ください。

▲交通情報

ファンゾーン

P…侵入禁止
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山
鹿
市
消
防
本
部　
活
動
報
告

緊
急
消
防
援
助
隊　
佐
賀
県
へ
出
動

８
月
28
〜
31
日

　

８
月
28
日
、
佐
賀
県
武
雄
市
を
中
心
に
１
時
間
に
１
２
０
㍉
を
超
え

る
「
記
録
的
短
時
間
大
雨
」
を
記
録
、
市
内
を
流
れ
る
牛う

し

津つ

川
が
氾
濫
。

市
内
一
帯
が
冠
水
し
、
４
千
棟
以
上
の
住
宅
が
床
下
・
床
上
浸
水
し
、

佐
賀
県
大お

お
ま
ち町
町ち

ょ
うで
は
油
流
出
の
被
害
が
発
生
。

　

28
日
夕
方
、
佐
賀
県
よ
り
熊
本
県
に
緊
急
消
防
援
助
隊
の
派
遣
要
請

を
受
け
、
当
消
防
本
部
よ
り
２
隊(

消
防
隊
・
支
援
隊)

７
人
が
熊
本
県

隊
と
し
て
４
日
間
活
動
を
行
う
。

１
日
目(

28
日)

　

�

午
後
５
時
20
分
、
山
鹿
市
消
防
本
部

を
出
発
。
午
後
９
時
、
宿
営
地
で
あ

る
武
雄
市
民
文
化
会
館
に
到
着
。

２
日
目(

29
日)

　

�

安
否
確
認
の
た
め
、徒
歩
に
よ
る
ロ
ー

ラ
ー
作
戦
実
施(

武
雄
市
橘
地
区)

。

３
日
目(

30
日)

　

�

流
出
し
た
油
の
回
収
作
業
を
行
う

(

大
町
町)

。

４
日
目(

31
日)

　

�

午
前
８
時
50
分
、
佐
賀
県
武
雄
市
に

て
解
団
式
を
行
う
。
午
前
11
時
25
分
、

山
鹿
市
消
防
本
部
へ
帰
隊
。

山鹿市消防本部からのお知らせ
YAMAGA  FIRE  DEPARTMENT

全
国
統
一
防
火
標
語　
ひ
と
つ
ず
つ　
い
い
ね
！
で
確
認　
火
の
用
心

令
和
元
年　
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

11／９㊏

〜 　

15㊎

　
こ
れ
か
ら
冬
の
季
節
は
寒
さ
も
厳
し
く
な
り
、
暖
房
器
具
を
使
う
こ
と
が

多
く
な
り
ま
す
。
暖
房
器
具
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
が
、
使
い
方

を
間
違
っ
た
り
、
近
く
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
い
て
い
た
り
す
る
と
火
災
に

な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
暖
房
器
具
を
正
し
く
使
用
し
、
火
災

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
火
災
に
な
る
例
】

◦
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
干
し
て
い
た
洗
濯
物
が
落
下
し
た
。

◦�
電
気
ス
ト
ー
ブ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
ま
ま
就
寝
し
、
寝
返
り
な
ど
の
際

に
布
団
が
接
触
し
た
。

◦
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
中
に
給
油
を
し
た
。

【
暖
房
器
具
か
ら
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
】

◦
衣
類
な
ど
の
可
燃
物
の
近
く
で
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
暖
房
器
具
の
近
く
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◦
寝
る
と
き
や
外
出
す
る
と
き
に
は
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
口
金
が
確
実
に
締
ま
っ

た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、
セ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

火
災
を
早
期
発
見
す
る
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

問消防本部予防課　☎ (43)9119

ガ
ソ
リ
ン
の
取
り
扱
い
に
注
意
！

小
規
模
な
飲
食
店
で
も
消
火
器
の

設
置
が
必
要
で
す
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
寿
命
は

約
10
年
で
す
！

流出した油を回収する隊員
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② 

ガ
ソ
リ
ン
を
購
入
す
る
際
の
注
意

事
項

◦
金
属
製
の
携
行
缶
を
使
用
す
る
。

◦�

自
動
車
に
載
せ
た
ま
ま
給
油
し
な

い
。

◦�

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
は
自
分
で
入

れ
ず
、
消
防
法
令
に
適
合
し
た
携

行
缶
を
準
備
し
、
従
業
員
か
ら
容

器
に
給
油
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
（
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
あ
っ
て

も
、
車
両
以
外
に
計
量
器
か
ら
給

油
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）。

③ 

ガ
ソ
リ
ン
を
使
用
・
保
管
す
る
際

の
注
意
事
項

◦
火
気
の
近
く
で
取
り
扱
わ
な
い
。

◦�

携
行
缶
の
ふ
た
は
密
栓
し
て
保
管

す
る
。

◦�

直
射
日
光
の
当
た
る
場
所
や
高
温

下
で
保
管
し
な
い
。

◦�

ふ
た
を
開
け
る
前
に
エ
ア
調
整
ね

じ
を
緩
め
て
、
内
圧
を
抜
く
。

◦�
発
電
機
な
ど
に
注
入
す
る
際
は
、

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
か
ら

行
う
。

　

７
月
18
日
、
京
都
府
京
都
市
伏
見

区
で
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
る
痛
ま
し

い
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
詳
細
に

つ
い
て
は
現
在
調
査
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
ガ
ソ
リ
ン
を
ま
い
て
火

を
付
け
た
と
の
情
報
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
な
ど
に
お
い
て
ガ
ソ
リ
ン
を
容

器
へ
詰
め
替
え
販
売
す
る
場
合
の
消

防
法
令
遵
守
の
徹
底
や
、
購
入
す
る

人
へ
の
本
人
確
認
証
明
書
の
確
認
や

使
用
目
的
の
問
い
掛
け
な
ど
、
同
様

の
事
案
の
未
然
防
止
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
ガ
ソ
リ
ン
の
危
険
性

　

ガ
ソ
リ
ン
は
引
火
性
、
着
火
性
が

高
い
危
険
物
で
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

40
℃
で
も
気
化
し
ま
す
。
ラ
イ
タ
ー

や
静
電
気
な
ど
の
小
さ
な
火
源
で
も

引
火
し
、
爆
発
的
に
燃
焼
す
る
物
質

で
す
。

　

消
防
法
で
は
、
危
険
物
の
貯
蔵
、

取
り
扱
い
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
規

制
を
行
っ
て
い
ま
す
。
危
険
物
を
取

り
扱
う
機
械
器
具
や
、
危
険
物
を
収

納
す
る
容
器
に
記
載
さ
れ
て
い
る
取

扱
説
明
書
を
必
ず
読
ん
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
の
保
管
は
極

力
控
え
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ソ
リ
ン
の
取
り
扱
い
に
注
意
！

エア調整ねじ
（エア抜き）

給油ノズル

キャップ・
　パッキン

【 ガソリン携行缶 】
　

平
成
28
年
の
糸い

と
い魚
川
大
規
模
火
災

の
後
、消
防
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
、

10
月
１
日
か
ら
原
則
と
し
て
火
を
使

用
す
る
全
て
の
飲
食
店
に
消
火
器
の

設
置
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。（
Ｉ

Ｈ
調
理
器
具
や
電
気
調
理
器
具
は
対

象
外
）
た
だ
し
、
以
下
の
装
置
が
あ

れ
ば
消
火
器
の
設
置
は
免
除
で
き
ま

す
。

①
調
理
油
過
熱
防
止
装
置

　
（
Si
セ
ン
サ
ー
）

　

鍋
な
ど
の
過
度
な
温
度
上
昇
を
検

知
し
て
自
動
的
に
ガ
ス
の
供
給
を
停

止
し
、
火
を
消
す
装
置
（
立
ち
消
え

防
止
安
全
装
置
は
該
当
し
ま
せ
ん
）。

小
規
模
な
飲
食
店
で
も
消
火
器
の

設
置
が
必
要
で
す
！

②
自
動
消
火
装
置

　

厨
ち
ゅ
う

房ぼ
う

設
備
に
お
け
る
温
度
上
昇
を

感
知
し
て
自
動
的
に
消
火
剤
を
放
射

す
る
こ
と
に
よ
り
火
を
消
す
装
置
。

③
圧
力
感
知
安
全
装
置

　

加
熱
な
ど
に
よ
り
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
内
の
圧
力
上
昇
を
感
知
し
、
自
動

的
に
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
へ
の
ガ
ス
の

供
給
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
火

を
消
す
装
置
。

※
消
火
器
を
設
置
す
る
際
の
注
意
点

◦�

通
行
や
避
難
に
支
障
が
な
く
、
必

要
時
に
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
場
所

に
設
置
す
る
。

◦�

消
火
器
を
設
置
し
て
い
る
付
近
の

見
や
す
い
位
置
に
、
標
識
を
設
置

す
る
。

◦�

６
ヵ
月
ご
と
に
点
検
し
、
１
年
に

１
回
消
防
本
部
へ
点
検
結
果
報
告

書
を
提
出
す
る
。

◦�

点
検
お
よ
び
報
告
書
作
成
に
つ
い

て
は
、
予
防
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

調理油過熱防止装置

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
一
般
的

に
は
電
池
で
動
い
て
い
ま
す
。
火
災

を
感
知
す
る
た
め
に
常
に
作
動
し
て

お
り
、
そ
の
電
池
の
寿
命
の
目
安
は

約
10
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
適
切
に
機
能
す
る
た

め
に
は
維
持
管
理
が
大
切
で
す
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
適
切
に
作
動
す
る
よ
う
、
火
災

予
防
運
動
の
時
期
な
ど
に
定
期
的
に

作
動
確
認
を
習
慣
付
け
、
古
く
な
っ

た
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
交
換
し
ま

し
ょ
う
。

※�

一
ヵ
所
で
火
災
を
検
知
す
る
と
、

家
中
に
す
ば
や
く
お
知
ら
せ
す

る
、
便
利
な
機
能
を
持
っ
た
「
連

動
型
」
も
あ
り
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
寿
命
は

約
10
年
で
す
！

火事です！
火事です！

他の場所で
火事です！

他の場所で
火事です！

他の場所で
火事です！

他の場所で
火事です！

無線連動型のイメージ
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　令和元年度上半期（平成 31 年４月１日～９月 30
日 )の予算執行状況、財産、市債（長期借入金）、一
時借入金および基金（積立金）の現在高の状況をお
知らせします。

人輝き飛躍する都
ま

市
ち

　やまが

令和元年度 上半期

●市債（長期借入金）の状況（特別・企業会計）

●財産の状況

会　計　名 土　地 建　物 有価証券 出 資 金 債　権 基　金

一 般 会 計 1,220万��433㎡ 33万��585㎡ 6,661万２千円 １億3,691万５千円 11億6,014万２千円 163億9,750万6千円

特　
別　
会　
計

国民健康保険事業 ５億9,483万１千円

農業集落排水事業 4万1,734㎡ 5,847㎡ 16万２千円

介護保険事業 ４億7,534万５千円

簡易水道事業 １万　415㎡ 420㎡

六郷財産区 90万3,088㎡ 41万４千円 3,148万４千円

城北財産区 109万1,720㎡ 125万９千円 6,294万１千円

稲田財産区 178万　774㎡ 53万２千円 2,133万２千円

企
業
会
計

水道事業 ２万7,744㎡ 1,418㎡

病院事業 １万9,976㎡ １万6,198㎡

下水道事業 ５万5,705㎡ 9,777㎡ ３万２千円

合　計 1,613万1,589㎡ 36万4,245㎡ 6,661万２千円 １億3,912万円 11億6,033万6千円 175億8,343万9千円

会 計 名 ９月末の借入残高
　農業集落排水事業 45 億 5,736 万５千円

　簡易水道事業 11 億 6,860 万９千円

　水道事業 23 億 8,879 万４千円

　病院事業 30 億 9,678 万９千円

　下水道事業 44 億 3,482 万９千円

●基金（積立金）の状況（一般会計）

財政調整や建設改良のためな
どの積立金

９月末の基金現在高
157億4,727万３千円

市民一人あたり 30万4,454円（/51,723人）

●市債（長期借入金）の状況（一般会計）

将来にわたって利用される施設
などの整備費用を世代間で公平
に負担するための長期借入金

９月末の借入残高

333億1,324万円

市民一人あたり 64万4,070円（/51,723人）

問財務課　☎ (43)1119

●予算の執行状況

区　分 一般会計 特別会計 企業会計

　　　  歳入・収入予算額 312 億 3,441 万７千円 157 億 2,691 万円　　 61 億 5,827 万９千円

　　　  歳入・収 入 済 額 145 億 6,385 万２千円 70 億 1,197 万６千円 25 億 4,397 万 8 千円

　　　  歳出・支出予算額 312 億 3,441 万７千円 157 億 2,691 万円　　 71 億　　７万２千円

　　　  歳出・支 出 済 額 123 億 5,781 万４千円 60 億 9,178 万７千円 21 億 6,706 万 6 千円

※ 特別会計（国民健康保険事業、後期高齢者医療、農業集落排水事業、介護保険事業、簡易水道事業、六郷財産区、城北財産区、
稲田財産区）、企業会計（水道事業、病院事業、下水道事業）

●一時借入金（短期借入金）の借入状況

財 政 状 況

会 計 名 一時借入額
　病院事業 １億円
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令和２年度　固定資産税（償却資産）の申告

　山鹿市内で事業に使用する資産を所有してい
る場合は、地方税法 383 条の規定により、毎
年１月１日現在（賦課期日）の所有状況を山鹿
市に申告する義務があります。

■ 償却資産とは？
　事業（農業、不動産業、製造業、小売業、建設業、
金融保険業、運輸通信業、サービス業、リース業など）
を営んでいる個人や法人が、土地、家屋以外の「事
業に使用している資産（下表の主な償却資産の例示
参照）」をいいます。

●申告書の送付など
　平成 31 年度（令和元年度）の申告をした人には、12
月に令和２年度用申告書（様式）を郵送します。国税、
市県民税資料の調査（地方税法 354 条の２）に基づき、
申告対象と思われる人にも申告書を送ることがあります。
　新規で申告が必要な人や申告書が届かない場合は、お
問い合わせください。市ホームページより申告の手引と
申告書をダウンロードすることもできます（「山鹿市償却
資産」で検索してください）。

●資産の増減がない、申告する資産がない場合
　償却資産の申告にあたり、前年中に資産の増減がない
場合や該当資産がない場合、廃業の場合はその旨を申告
書の備考欄に記入のうえ提出してください。

●提出期限　毎年１月 31 日まで
※事務処理の都合上、早めの提出にご協力ください。

資産の種類 主な償却資産の例示

１　構築物 構築物 貯水池、農業用井戸、下水道、構内舗装、庭園、門塀、広告塔、給水タンク、排
水その他の土木設備、電気設備、ガス設備、冷暖房設備、アンテナ、ビニールハ
ウスなど

建物付属設備 受変電設備、給排水設備、衛生設備、消火設備、店舗内装設備などのうち、固定
資産税において、家屋として課税されていないもの

２　機械及び装置 加工機械、製造機械、冷凍・冷蔵業務設備、紡績設備、工作機械、木工機械（製
材業務設備）、印刷設備、建設工業機械、運搬設備、金属・非金属製造設備、ホテル・
旅館用設備、クリーニング設備、管理機、バインダー、太陽光発電設備など

３　船舶 漁船、油そう船、木船、モーターボート、砂利採取船、浚
しゅん

渫
せ つ

船など

４　航空機 飛行機、ヘリコプターなど

５　車両及び運搬具 フォークリフト・ブルドーザー・タイヤショベル・パワーショベル・ロードロー
ラー等の自走式作業用車両、工場内運搬機、動力運搬機、自転車、リヤカー、被
牽引車など。但し、自動車税・軽自動車税で課税対象となっている自動車、小型
特殊車両は除く。

６　工具・器具及び備品 測定工具、事務机・椅子、キャビネット、応接セット、パソコン等ＯＡ機器、電
話、カメラ、看板、金庫、自動販売機、パチンコ台等の遊具など

太陽光発電設備パワーショベル

パソコン

問税務課固定資産税係　☎ (43)1121
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　０歳から 18 歳未満のお子さんに関すること、保護
者自身のことなど、気軽にご相談ください。専門のス
タッフが電話や面接での相談に応じ、専門機関などを
紹介して対応します。秘密は堅く守られます。

相談時間　 月曜日から金曜日（祝日・年末年始を除く）
　　　　　午前９時から午後５時まで
電話番号　☎ (41)5878
場　　所　鹿本地域振興局１階

虐
ぎゃく

待
た い

や暴力から隣の人を守りましょう

１
い ち は や く

８９  ちいさな命に  待ったなし

　虐待や暴力は重大な人権侵害です。被害に遭っても声を上げにくい子
ども、女性、障がい者、高齢者などが被害者になりやすく、多くが周囲
からは気付かれにくいケースです。
　もし、あなたの周りで疑わしい行為に気付いたら、下記の担当課へご
連絡ください。連絡した人が特定されないよう、秘密は必ず守られます。

山鹿市子ども総合相談窓口のご案内

　障がい者に対する虐待には、生活の世話をしてい
る家族や同居人などによる虐待、障がい者福祉施設
や障害福祉サービスの事業所で働いている職員によ
る虐待、障がい者を雇用している事業主による虐待
などがあります。
　虐待を受けている当事者が声を上げることはとて
も勇気がいることです。皆さんの気付きが、障がい者
虐待の防止と早期発見につながります。

問福祉援護課　障がい福祉係　☎ (43)0052

障がい者虐待

問長寿支援課　地域包括支援センター　☎ (43)1077

　高齢者虐待は、当事者に自覚がなかったり、虐待
を受けている本人が家族に遠慮したりするため、周
囲に分かりにくいものです。
　虐待は、本人の認知症などの症状悪化、介護者の
生活環境、介護疲れなどの要因が重なり合って発生
するといわれています。
　周囲の人が介護者のちょっとした様子の変化に気
付き、声を掛けたり、介護保険サービスなどを利用
できるようにサポートしたりするなど、介護者の負
担を減らし、孤立化を防ぐことで虐待の未然防止や
悪化防止につながります。

高齢者虐待

　児童虐待には、身体的虐待、性的虐待、心理的虐待、
そして食事を与えない、風呂に入れないなどの育児
放棄や育児怠慢などがあります。学校や幼稚園・保育
園に通わせずに家に閉じ込める、きょうだい間での
差別扱い、子どもの前でのＤＶも虐待に含まれます。
　児童虐待は子どもの人権を侵害し、その心身に重
大な影響を与える深刻な問題で、地域に暮らす私た
ちみんなで子どもたちを見守ることが大切です。

問福祉援護課　児童家庭係　☎ (43)0052
　熊本県中央児童相談所　☎ 096(381)4451
　児童相談所全国共通ダイヤル　☎ 189

児童虐待

　ＤＶとは、親密な関係にある配偶者やパートナー
からの暴力のことです。殴る・蹴るなどの身体的暴
力のほか、言葉で心を傷つける精神的暴力、性的暴
力、生活費を与えないなどの経済的暴力、実家や友人
との付き合いを制限し、行動を監視する社会的暴力
などもＤＶに含まれます。
　ＤＶは、どのような理由があろうと許されません。
一人で悩まずご相談ください。なお、緊急時は110
番に通報してください。

問福祉課　福祉総務係　☎ (43)1167

DV（ドメスティックバイオレンス）

11 月は「児童虐待防止推進月間」です●
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　商品券の購入には引換券が必要です。９月下旬以降、
対象の人へ順次、引換券を発送しています。引換券を
お持ちの人は、お早めに商品券を購入してください。

商品券購入場所
　山鹿市内の各郵便局窓口（簡易郵便局を除く）
商品券購入期間　令和２年３月 13 日㈮まで
商品券利用期間　令和２年３月 15 日㈰まで
利用可能店舗　山鹿市内の商品券取扱登録店舗※

※ 山鹿市、山鹿市商工会、山鹿商工会議所のホームペー
ジに掲載しています（９月末現在、約 200 店舗）。

◦ 引換券の再発行はできません。紛失などがないよう、
十分ご注意ください。

◦ 商品券は利用期間を過ぎると使用できません。必ず、
利用期間内にご使用ください。

◦ 商品券の購入は１冊５千円（500 円券 10 枚、販
売額４千円）を一人５冊までを限度に、１冊ずつで
も購入できます。

　令和元年度の市県民税（平成 30 年１～ 12 月
までの所得に対する課税）の申告が未申告の場合、
プレミアム付商品券購入対象者となりません。収
入がない人でも、申告が必要な場合があります。
※ 商品券購入希望申請は令和２年１月 31 日㈮ま

で受け付け。

山鹿市プレミアム付商品券の購入はお済みですか？大好評
実施中

令和元年度市県民税未申告の皆さまへ

問プレミアム付商品券問い合わせ先 ☎ (41)5643、福祉課 ☎ (43)1167

商品券見本

販売額
4千円 ➡ 5千円分の商品券

５冊購入で５千円分
もお得に !!

　11 月分の児童扶養手当から、手当ての支給回数が年３回（４ヵ
月に１回）から年６回（２ヵ月に１回）に変更となります。この変
更により、児童扶養手当の支給年度が従来の「８月～翌年７月」か
ら「11 月～翌年 10 月」（平成 30 年度のみ平成 30 年８月～令和
元年 10 月）となります。
　支給回数変更後の支給月は下表のとおりです。

※ 令和元年 11 月支給については、平成 30 年度現況届に基づいた支給額での支払いとなります。

支給月 支給対象月 備考

令和元年 11 月 ８月〜 10 月分

支給日は 11 日ですが、土・日・
祝日にあたる場合は直前の金融
機関の営業日になります。

令和２年１月 11 月・12 月分

令和２年３月 １月・２月分

令和２年５月 ３月・４月分

令和２年７月 ５月・６月分

令和２年９月 ７月・８月分

令和２年 11 月 ９月・10 月分

児童扶養手当の支給回数が変わります
問福祉援護課児童家庭係　☎ (43)0052
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　９月 21 日、あんずの丘をメイン会場に開催。矢谷渓谷、番所棚田、
菊鹿ワイナリーでもさまざまなイベントが行われ、たくさんの人で
にぎわいました。
①番所棚田の彼岸花②矢谷渓谷まつり③あんずの丘会場④消防車・救急車展示
⑤サタデー太鼓フィーバーズ⑥マス・ヤマメのつかみ取り⑦菊鹿小学校の踊り
⑧ウォーターサバイバルゲーム⑨浴衣踊り⑩７th TRAIN ⑪真田民謡会

①

③

⑥

⑧
⑨
⑤ ⑦

④

②

⑩

⑪
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高速バス「山鹿探訪エクスプレス」
　　　　　　　11 月 1 日㈮から運行開始！

問ふるさと未来総室　☎ (41)5673

山鹿市と久留米市を結ぶ

木・金・土曜運行 1,500 円 2 枚つづり回数券　2,700 円
4 枚つづり回数券　4,800 円

片
道

※令和元年 10 月現在

《運行時刻表》久留米→山鹿・平山温泉

乗 車 の み 降 車 の み

縄手 JR
久留米駅

六ツ門・
シティプラザ前

西鉄
久留米

山鹿温泉
（八千代座入口） 平山温泉

9:07 9:10 9:15 9:22 10:20 10:40

13:27 13:30 13:35 13:42 14:40 15:00

《運行時刻表》山鹿・平山温泉→久留米

乗 車 の み 降 車 の み

平山温泉 山鹿温泉
（八千代座入口）

西鉄
久留米

六ツ門・
シティプラザ前

JR
久留米駅 縄手

11:10 11:30 12:28 12:33 12:40 12:42

15:40 16:00 16:58 17:03 17:10 17:12

運行会社：西鉄バス久留米株式会社
バス運行に関するお問い合わせ：西鉄お客様センター　☎ 0570-00-1010
　　　　　　　　　　　　　　　（11 月１日㈮〜　年中無休（６時〜 24 時））

１日２往復 !! ※   回数券は、さくら湯観光案内所・平山温泉観光協会で
　購入できます

問ふるさと未来総室　☎ (41)5673

菊鹿ワイナリー　☎ (41)8166（10:00 ～ 17:00）
　　　　　　　 ※定休日：第１、第３火曜日



広報やまが　2019.11　14

9/17　山鹿市中学校英語暗唱大会・熊本県中学校英語暗唱大会出場

８/31　盛り上がった親睦球技大会…山鹿市 PTA 連絡協議会親睦球技大会

写真は優勝した鹿北小中学校合同チーム

　英語の教科書を暗唱し、話すことに自信を付けて自己表現を図る
英語暗唱大会が鹿本市民センターで行われ、市内５つの中学校から
参加した生徒らが日頃練習した成果を発表しました。上位に入賞し
た学校は 11 月 12 日㈫に熊本市男女共同参画センターはあもにいで
開催される「第 47 回熊本県中学校英語暗唱大会」へ出場します。皆
さん頑張ってください。

【結果】
１年生：１位 山鹿中学校（井上凜

り ん

香
か

・竹熊偲
しのぶ

・森本結
ゆ う

香
か

）、２位 鹿
本中学校（宇野遥

は る

香
か

・髙倉由
ゆ う

奈
な

）２年生：１位 米野岳中学校（飯星愛
あ い

梨
り

・有働綺
あ や

芽
め

・仲
な か ん だ り

村渠希
き き

輝・草野耕
こ う

大
だ い

）２位 山鹿中
学校（岩木麗

れ い

奈
な

・長迫沙
さ や

弥）３年生：１位 鹿本中学校（石田理
り こ

子・木内祐
ゆ か

花）、２位 山鹿中学校（磯﨑裕
ゆ う

也
や

）以上敬称略

　山鹿市PTA連絡協議会（原芳
よし

郎
ろう

会長：会員 3,372 人）主催の親睦球技大会
が菊鹿あんずの丘多目的体育館グリーンパルスを会場に開催。ことしは恒例の
フラバールボールバレーに加えて、綱引きも行われ、市内小中学校全校から約
500 人の参加があり、大いに盛り上がりました。参加した来民小学校の木下紀

のり

子
こ

PTA会長は「軽い気持ちで参加しましたが勝負となれば思わず全力で綱を引
きました。それぞれ学校は違っても白熱した応援に、今後の小中学校のPTA活
動の輪が広がる一体感を感じました」と話していました。綱引きの優勝は鹿北
小中学校合同チーム、フラバールボールは各パートごとに11チームが優勝とな
りました。いつもは子どもたちの活動を支える側の保護者や先生方ですが、こ
の日は競技する方も、応援する方も主役となり、親睦が深まる１日となりました。

発表した生徒たち

10/ ３　山鹿の歌声を全国へ…山鹿中学校・山鹿小学校・めのだけ小学校

　山鹿中学校、山鹿小学校、めのだけ小学校の合唱部が、県大会を勝ち抜い
て九州大会や全国大会への出場を決め、各校の代表が中嶋憲

けんせい

正市長へ報告に
訪れました。なお、めのだけ小学校は初の全国大会への出場を決めるという
快挙を達成しました。各校の報告を聞いた中嶋市長は「素晴らしい成果を大
変うれしく思います。皆さんの活躍は市民の誇りです。全国の舞台では練習
の成果を十分に発揮して、堂々とした合唱を披露してください」と激励しま
した。大会に出場する皆さんの健闘を祈ります。
各校が出場を決めた大会と結果（10 月 21 日時点）
山鹿中学校：第 74 回九州合唱コンクール（金賞、熊本市賞）
　　　　　　第 72 回全日本合唱コンクール全国大会（10 月 27 日㈰開催）
山鹿小学校：第 11 回九州合唱コンクール（金賞、朝日新聞社大賞）
　　　　　　第 86 回 NHK 全国学校音楽コンクール（優良賞）
　　　　　　第１回全日本小学校合唱コンクール（11 月３日㈷開催）
めのだけ小学校：第 11 回九州合唱コンクール（金賞）
　　　　　　　　第１回全日本小学校合唱コンクール（11 月３日㈷開催）

山鹿小学校　前列左から宮本琴
こと

菜
な

さん、宮野紗
さ ほ

帆
さん、中山新

にい
菜
な

さん（全員６年）、後列左から村
木奈

な お こ
保子教諭、島木浩

こう
次
じ

校長、齊藤知
とも

子
こ

教諭

めのだけ小学校　左から田島廣
ひろゆき

幸校長、太田愛
あい

羅
ら

さん、中島里
り な こ

菜子さん、内島彩
さ

月
つき

さん（全員
６年）、横手和

かず
子
こ

教諭

山鹿中学校　左から原口弥
や よ い

生教諭、
谷川綾

あや
望
の

さん、吉本優
ゆ め

愛さん、鈴木
青
そ ら

空さん（全員３年）、今本みゆき教
諭、田上明

あきとし
利校長
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９/24　荒木精
せ い

之
し

記念文化功労者顕彰…福島崇
た か

實
み

さん　（鹿本町中川）

　熊本県文化協会は作家・思想家として活躍した荒木精之氏を記念し、今年
度、地域文化の振興に貢献したとして、福島崇實氏（鹿本町中川）を「荒木
精之記念文化功労者」として顕彰しました。福島氏は小学生の頃から作曲を
開始。教師として高校勤務の傍ら市町歌や地域の音頭などを手掛け、退職後
は「コーラス鹿本」の合唱指揮者として混声合唱組曲「菊池川」の作曲や、
鹿本郡市合唱連盟の設立に携わるなど、音楽を通した文化振興に注力してこ
られました。この日、中嶋憲

けんせい

正市長へ報告に訪れた福島氏は「菊池市出身の
荒木氏とは生前親交があり、念願だったこの賞を頂けたのも、何か不思議な
縁のような気がします」と話し「これからも自分が元気な間は曲を作ってい
きます」と作曲に意欲的でした。 報告に訪れた福島さん

報告に訪れた徳丸さん

９/10　熊本県芸術功労者顕彰（短歌）…富田豊
と よ

子
こ

さん　（山鹿市中）

　富田さんは昭和 49 年に歌誌「椎の木」に入会後、ロマンある詠風でこれまで
に多くの賞を受賞。県歌人協会理事に就任するなど、全国的に知られる存在となり
ました。現在も短歌誌への投稿や歌集を刊行する傍ら、山鹿市を中心に活動する
「石

せきじん

人短歌会」や熊本市西区の「土の華短歌会」で後進の指導を行っています。
　９月10日にホテル日航熊本で顕彰式が行われ、中嶋憲

けんせい

正市長に報告に訪れた
富田さんは「短歌とは私の一部であり、生き方そのものです。生きている限り短歌
を突き詰めていきたい。今後も後継者を育てつつ、短歌を通して山鹿の文化を発
信していきます」と語りました。
切り株の黒き年輪に腰下ろす　千年が過ぎ千年が来る　歌集『霧のチブサン』より 報告に訪れた富田さん

九州から唯一の日本代表選出 !!
…徳丸舜

しゅん
さん（菊鹿中学校出身）　　　　　　　　　　９月 30 日

　徳丸さんは10月 12〜 17日に
オーストラリアのブリスベンで開
催された INASグローバルゲーム
ズ（４年に一度開催される、知的
障害者のための国際スポーツ総合
競技大会）のフットサル日本代表
に選ばれ、中嶋憲

けん

正
せい

市長に報告に
訪れました。中嶋市長は「普段の
練習の成果を発揮し、世界で存分
に活躍して下さい」と激励。徳丸
さんは「一試合一試合をしっかり
戦って、メダルを目指して頑張り
ます」と抱負を述べました。

瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

服
部
秋あ

き
ひ
こ彦
さ
ん
　
山
鹿
（
山
鹿
）

　

長
年
に
わ
た
る
教
職
生
活
の
中

で
、
常
に
教
育
に
情
熱
を
注
ぎ
、

鹿
北
町
立
岳
間
小
学
校
校
長
と
し

て
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
教
育
行
政

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　  　　　叙勲受章のご紹介

10/ １　献血功労団体への表彰…熊本県自動車整備工業協同組合青年部山鹿支部、山鹿ライオンズクラブ

左から鹿子木代表、竹下会長、ライオンズク
ラブの阿蘇品宗

むね
馗
き

推進員

　熊本県自動車整備工業協同組合青年部山鹿支部は５年以上の、山鹿ライオ
ンズクラブは 15 年以上の継続的な献血への協力に対して、日本赤十字社熊
本県支部からそれぞれ感謝状と銀色有功賞が贈呈され、この日、市役所で表
彰式が行われました。自動車整備工業協同組合の鹿子木博

ひろし

代表は「現在は年
に３回の献血活動を行っています。今後も協力していきたい」、ライオンズク
ラブの竹下秀

しゅう

三
ぞう

会長は「毎年、多くの会員が献血を行っていますが、表彰し
ていただき大変ありがたいです。今後は若い世代にも献血の大切さを呼び掛
けていきたい」と語りました。中嶋憲

けんせい

正市長は「長年にわたり献血活動に貢
献いただき感謝いたします。これからも協力をお願いします」とお礼を述べ
ました。
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地域の安全を見守り続けています
…山鹿地区安全協会鹿本支部来民分会清掃作業　　10 月 12 日

自分の体力の限界を知る機会
…市民体力測定会　　　　　　　　　　　　　　　　9 月 29 日

交差点付近の枝切りを行う様子

立ち幅とびに挑戦する参加者

　山鹿地区安全協会の来民分会（荒
木信

しん

一
いち

分会長：会員９人）が校区内
の道路を見回り、カーブミラーや交通
標識の妨げになっている場所の、除草
や枝切りを行いました。この作業は昭
和３０年の会発足当時から毎年行われ
ているもので、ことしで 64 年目。交通
事故防止のために活動しています。こ
のほか、分会では毎月１日・15日の「あ
いさつ運動」や 10日・20日に登校
する子どもの「見守り」も行っており、日々
地域の安全を見守り続けています。

　２０歳から６４歳までを対象に体力
測定会が山鹿市総合体育館で開催さ
れ、市民約 70 人が参加しました。こ
れは各自が体力の現状を知り、進ん
で健康の維持管理、体力の保持増
進に努めて、スポーツやレクリエーショ
ン活動に関心を持ってもらおうと市が
開催。参加者は握力、長座体前屈、
上体起こし、反復横とび、20㍍シャト
ルラン、立ち幅とびの６種目の体力測
定に挑戦し、汗を流しました。

10/ ５　古代遺跡を身近に感じて…古代体験ひろば、ランタンフェスティバル2019

10/ ７　市役所を訪れた際には、ぜひ見てください…鹿本農業高校から山鹿市への草花貸与

　方
か

保
とう

田
だ

東
ひがし

原
ばる

遺跡を舞台に、ことしで７回目となる古代体験ひろばと 11 回
目となるランタンフェスティバルが開催されました。古代体験ひろばでは、
子どもを対象にプラスチック粘土を使った勾

まが

玉
たま

づくりや弓矢体験、クイズラ
リーなどを実施。ランタンフェスティバルでは、牛乳パックで作られたラン
タン1,500 個が同遺跡の代表的な出土品「巴

ともえ

形
がた

銅
どう

器
き

」の形に並べられ、午後６時
から来場者が点火しました。方保田東原遺跡応援団の髙松㓛

いさお

団長は「大道小
学校の児童と大道保育園の園児が、心を込めてランタンを手作りしてくれまし
た。一人でも多くの人に遺跡に親しんでもらいたい」とあいさつ。明かりがとも
されると、公園全体が幻想的な雰囲気に包まれました。

　ことし８月に園芸装飾技能士３級に合格した鹿本農業高校バイオ工学科３年
生の５人が栽培した、アレカヤシやホンコンカポックなど観葉植物27鉢が山鹿
市に貸与され、市役所で貸与式が行われました。この鉢植えは５人が練習用に
４月から栽培し、合格後の使用しない期間中貸し出されるもので、来年３月下
旬まで市役所庁舎内や市民交流センターで展示されます。
　生徒を代表して古閑結

ゆう

翔
と

さんが「授業で学んだ技術を生かして装飾しました。
市民の皆さんに植物の魅力や、育てる楽しみを知ってもらいたいと思います」と
あいさつ。中嶋憲

けんせい

正市長は「皆さんが愛情を持って育てた素晴らしい観葉植物
を展示させていただき、ありがとうございます。大切に育てます」とお礼を述べ
ました。

巴形銅器の形に並べられたランタン

市役所玄関前で行われた貸与式の様子

自分の健康は自分で守る
…健康づくりフォーラムｉｎやまが　　　　　　　　　9 月 29 日

基調講演の様子

　健康づくりをテーマに、ことしで３回
目となる「健康づくりフォーラムｉｎやま
が」を山鹿健康福祉センターで開催
し、200 人を超える市民が参加。第
１部では運動指導士と一緒に山鹿と
うろうエクササイズで体を動かした後、
山鹿市民医療センターの川崎修

しゅう

二
じ

先
生による糖尿病予防をテーマとした基
調講演が行われました。第２部では、
専門職員による各種健康相談や、運
動体験ブースが開設され、参加者は
自分の健康について考える良い機会
となったようです。

秋の夜長　鹿北の夜道を歩く
…鹿北町ナイトハイク　　　　　　　　　　　　　　10 月４日

　毎年恒例の鹿北町ナイトハイ
クが開催され、市民ら168 人が
参加。鹿北グラウンドから旧岳
間小学校を折り返す約 15㌔の
コースを午後７時半にスタート
すると、参加者は歩いたり走っ
たりと思い思いのペースでコー
スを進みました。ゴール後はス
タッフによるぜんざいの振る舞
いが行われ、一緒に歩いた仲間
とともに疲れた体を癒やしてい
ました。

ゴール目指して行ってきます！
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今
回
は
前
回
紹
介
し
た
鍋
田
横
穴
群
か
ら

南
、
山
鹿
市
志し

じ

き
々
岐
に
位
置
す
る
２
つ
の
横
穴

群
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

長な
が
い
わ岩
横
穴
群

　

志
々
岐
台
地
の
南
端
か
ら
西
端
の
崖
に
掘
ら

れ
た
横
穴
で
す
。
約
５
０
０
㍍
の
間
に
大
小
合

わ
せ
て
１
２
０
基
の
横
穴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

う
ち
、
装
飾
が
施
さ
れ
た
の
は
12
基
（
現
存
は

11
基
）
で
す
。
横
穴
の
外
壁
に
人
物
、
盾
や
靫ゆ

ぎ

な
ど
の
武
器
が
浮
き
彫
り
で
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
横
穴
内
部
を
赤
く
彩
色
し
た
物
も
あ
り
ま

す
。

　

左
の
写
真
は
１
０
８
号
横
穴
で
す
。
横
穴
の

外
壁
上
部
、
中
央
に
両
手
を
広
げ
た
人
物
、
左

側
に
靫
が
２
つ
描
か
れ
て
い
ま
す
。
後
の
時
代

に
抉え

ぐ

り
込
み
が
で
き
て
い
る
た
め
装
飾
は
切
れ

て
い
ま
す
が
、
本
来
の
大
き
さ
は
人
物
が
高
さ

１
３
６
㌢
、
靫
が
77
㌢
と
大
き
な
物
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
矢
を
入
れ
る
所
に
は
三

重
の
縁
取
り
が
施
さ

れ
て
い
た
り
、
人
物

が
短
い
袖
の
服
を
着

て
い
る
表
現
が
あ
っ

た
り
と
、
と
て
も
細

か
い
装
飾
が
印
象
的

で
す
。
ま
た
、
靫
や

人
物
の
一
部
に
赤
色

の
彩
色
が
見
ら
れ
ま

第４回

山
鹿
の
装
飾
古
墳す

。
な
お
、
人
物
の
胸
の
部
分
は
、
後
世
、
薬

に
な
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
削
ら

れ
、
く
ぼ
ん
で
い
ま
す
。

岩い
わ
ば
る原
横
穴
群

　

長
岩
横
穴
群
と
向
か
い
合
う
場
所
に
あ
る
横

穴
群
で
す
。
台
地
の
周
囲
５
５
０
㍍
に
１
３
１

基
が
あ
り
、
装
飾
が
見
ら
れ
る
横
穴
は
８
基
で

す
。
内
部
に
連
続
し
た
三
角
な
ど
の
模
様
を

彫
り
、
赤
い
顔
料
で
彩

色
し
た
物
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
外
壁
に
描
か

れ
て
い
る
物
は
１
基
の

み
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

横
穴
の
左
壁
に
靫
が
浮

き
彫
り
で
表
現
さ
れ
て

お
り
、
矢
が
11
本
入
っ

て
い
る
様
子
が
見
ら
れ

ま
す
。
高
さ
66
㌢
と
大

き
く
、
彩
色
さ
れ
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
風
化
が
激
し
く

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

長
岩
横
穴
も
岩
原
横
穴
も
横
穴
の
羨せ

ん
も
ん門
（
入

口
の
部
分
）
は
二
重
に
飾
ら
れ
、
ア
ー
チ
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。
前
回
紹
介
を
し
た
鍋
田
横
穴

も
同
じ
形
を
し
て
い
る
た
め
、
何
か
関
係
が
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
社
会
教
育
課　
☎（
43
）１
６
５
１

長岩横穴群

岩原横穴群

問人権啓発課　☎ (43)1199人 権 啓 発 便 り 第 11 号
人輝く
人権尊重の都

ま ち

市 や ま が

　８月 25 日、山鹿市人権教育レポート研究会が開
催され、市内の幼稚園・認定子ども園・保育園・小
学校・中学校・高等学校の先生や保護者ら約 630
人の参加がありました。
　この研究会は、人権教育の実践レポートを基に研
究を深め、人権尊重の精神の育成を図り、本市にお
ける人権教育・啓発の一層の推進を目的とするもの
で、山鹿市人権のまちづくり推進協議会の事業の一
環として、毎年行われています。
　ことしは、山鹿健康福祉センターをはじめとする
６会場で「仲間づくり」「同和問題」「進路保障」な
どをテーマに開催。10 人の先生方のレポート報告
を基に、各部会で活発な討議が行われました。
　参加者からは「各園、小中高校での子どもたちと
の関わりを知ることができて、これからも子どもた
ちの姿と向き合い、気持ちを受け止めていくことを
大切にしていきたいと思いました」「部落があるか

ら部落差別があるのではない、差別をする側の問題
であるという認識をしっかりと持ち、差別に立ち向
かっていこうという気持ちを強くしました」などの
感想があり、参加者一人一人の基本的認識を深める
ための有意義な研究会となりました。

会場での討議の様子

　  山鹿市人権のまちづくり推進協議会「山鹿市人権教育レポート研究会」
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山
鹿
だ
い
す
き
！

「
さ
く
ら
湯
朝
市
」

山
鹿
も
て
◯
マ
ー
ケ
ッ
ト

◦�

日
時　

11
月
10
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
11
時

◦�

場
所　

湯
の
端
公
園

�

◦�

内
容　

健
康
野
菜
や
手
作
り
品
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

※
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
を
く
れ
ま
す

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦�

日
時
・
内
容

　

11
月
10
日
㈰

㈲
三
栄
商
会
45
周
年
記
念

講
演
会

㈲
三
栄
商
会  

サ
ン
エ
イ
・
メ
ディ
カ
ル

　

お
か
げ
さ
ま
で
三
栄
商
会
は
45
周

年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
記
念
の

講
演
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

◦�

日
時　

11
月
30
日
㈯

　

午
後
０
時
半　

受
け
付
け

◦�

場
所　

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦�

内
容　

　
【
午
後
１
時
半
〜
】

　

�

城
北
高
校
演
劇
部
に
よ
る
山
鹿
灯

籠
踊
り
披
露
、
水
上
清き

よ

乃の

さ
ん
に

よ
る
司
会
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　
【
午
後
３
時
〜
】

　

�

記
念
講
演
会

　

講
師
：
服
部
万ま

り

こ
里
子
先
生

　
�

講
演
会
「
２
０
２
０
年
介
護
保
険

制
度
改
正
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
方
向
性
」

◦�

入
場　

無
料

◦�

定
員　

４
０
０
人

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す

�

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
三
栄
商
会
）

☎
（
43
）７
７
５
５

第
２
回
赤
い
羽
根
共
同
募
金

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

山
鹿
市
共
同
募
金
委
員
会

山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

10
月
〜
12
月
ま
で
の
赤
い
羽
根
共

同
募
金
活
動
期
間
に
合
わ
せ
て
開
催

し
ま
す
。
参
加
費
の
一
部
を
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
に
充
て
、
山
鹿
市
の
地
域
福

祉
、
災
害
準
備
金
な
ど
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　

11
月
29
日
㈮

　
　
　
　

午
前
８
時　

開
会

◦�

場
所　

鹿
北
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

◦�

参
加
費　

２
千
円（
プ
レ
ー
代
別
）

◦�

申
込
期
限　

11
月
８
日
㈮

�

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎（
43
）１
１
３
４

祝
温
泉
祭
「
湯
の
町
や
ま

が
華
の
響
宴
」チ
ャ
リ
ティ
ー

公
演

山
鹿
市
山
鹿
文
化
協
会

　

吟
詠
、踊
り
、民
謡
、居
合
術
、ハ
ー

モ
ニ
カ
、
大
正
琴
な
ど
11
団
体
に
よ

る
盛
り
だ
く
さ
ん
の
楽
し
い
内
容
で

お
送
り
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　

11
月
17
日
㈰

　
　
　
　

午
後
０
時
半
〜
３
時
半

◦�

場
所　

八
千
代
座

◦�

入
場
料　

無
料

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

絵
本
の
は
な
し

　
　
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動

　
　
絵
本
と
お
は
な
し
風
吹
き
か
ら
す

　

絵
本
作
家
ス
ズ
キ
コ
ー
ジ
氏
と
植

田
真ま

こ
と

氏
を
お
招
き
し
「
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ�

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ�

Ｐ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ�

Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｗ
！
」
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時　

11
月
16
日
㈯

　
　
　
　

�

午
後
１
時
半
〜
３
時

◦�

場
所　

天て
ん

聽ち
ょ
う

の
蔵

◦�

参
加
費　

大
人
：
千
円
、
18
歳
以

下
無
料

◦�

内
容　

１
・
８
㍍
×
５
㍍
く
ら
い

の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
、
両
サ
イ
ド
か

ら
２
人
が
描
き
、
中
央
で
混
じ
り

合
い
ま
す
。

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
大
坪
）

☎
０
８
０（
２
７
０
８
）５
９
７
８

乳
幼
児
の一時
保
育
を
行
っ

て
い
ま
す家庭

的
保
育
室
「
ひ
よ
っ
こ
」

　

山
鹿
市
認
可
地
域
型
保
育
の
家
庭

的
保
育
室
「
ひ
よ
っ
こ
」で
は
保
育

園
な
ど
を
利
用
し
て
い
な
い
お
子
さ

ん
を
保
護
者
の
通
院
や
冠
婚
葬
祭
、

就
労
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
一
時

的
に
保
育
が
必
要
な
時
に
お
預
か
り

し
ま
す
。

◦�

対
象
年
齢

　
�

６
カ
月
〜
２
歳
児
（
３
歳
に
な
っ

た
年
の
３
月
31
日
ま
で
）

◦�
利
用
時
間　

月
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時
半

　
（
登
室
は
午
前
中
）

健
康
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

山
鹿
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
山
鹿
支
部

　

山
鹿
市
部
老
連
女
性
部
主
催
で
健

康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。「
こ

れ
物
忘
れ
」「
ひ
よ
っ
と
し
た
ら
」「
最

　

�

認
知
症
に
優
し
い
町
を
目
指
し
て
タ

ス
キ
を
つ
な
ぐ
「
ラ
ン
友
」
に
合
流

　

午
前
10
時
〜
11
時

　

�

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
バ
ト
ン

ト
ワ
ー
リ
ン
グ

◦�

場
所　

さ
く
ら
湯
多
目
的
広
場

◦�

日
時
・
内
容

　

11
月
24
日
㈰

　

�

菊
池
川
流
域
日
本
遺
産
認
定
を
記

念
し
て
「
ふ
る
さ
と
自
慢
こ
ど
も

祭
り
」

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時
半

　

�
太
鼓
・
歌
・
合
唱
・
踊
り
な
ど
11

の
個
人
団
体
、
お
楽
し
み
コ
ー

ナ
ー
「
こ
ど
も
天
国
」

◦�

場
所　

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦�

参
加
費　

無
料

※
こ
ど
も
天
国
一
部
有
料

�

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
小
川
）

☎
０
９
０（
５
７
４
７
）５
１
３
６

�

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎（
43
）２
３
４
３
（
高
巣
）

☎（
43
）４
０
２
６
（
清
田
）

近
ど
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
」「
探

し
物
が
多
く
な
っ
て
心
配
」「
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
し
ら
」「
家
族
の

こ
と
ば
か
り
で
な
く
自
分
の
こ
と
ま

で
心
配
に
」「
予
防
法
は
」「
遅
ら
せ

る
方
法
は
」
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時

に
困
ら
な
い
よ
う
に
知
識
を
身
に
付

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時　

11
月
16
日
㈯　

午
前
10
時

◦�

場
所　

山
鹿
市
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー　

大
広
間

◦�

講
師　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

山
下
力つ

と
むさ
ん
、
社
会
福
祉
協
議
会

◦�

内
容
「
物
忘
れ
と
認
知
症
に
つ
い

て
、
そ
の
予
防
法
と
備
え
」

※
入
場
は
無
料
で
す

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
鬼
木
）

☎（
43
）１
１
０
４

◦�

利
用
料
金　

１
日
（
２
千
円
）　

　

午
前
８
時
半
〜
正
午（
１
２
０
０
円
）

※�

利
用
す
る
前
に
は
登
録
が
必
要
で

す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
平
川
）

☎（
28
）９
０
７
１
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フ
ル
ー
ト
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
フ
ル
ー
ト
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
実
行
委
員
会

　

フ
ル
ー
ト
吹
き
13
人
が
天て

ん

聽ち
ょ
う

の
蔵

に
集
合
。
ソ
ロ
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
、
そ
し

て
全
員
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
を
し

ま
す
。
晩
秋
の
午
後
の
ひ
と
と
き
を
、

心
安
ら
ぐ
フ
ル
ー
ト
の
音
色
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
曲
は「
星
に
願
い
を
」

「
愛
の
あ
い
さ
つ
」「
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
」

な
ど
。
他
に
も
、
フ
ル
ー
ト
の
魅
力

が
い
っ
ぱ
い
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
あ
り
。

◦�

日
時　

11
月
24
日
㈰

　

開
場　

午
後
１
時
半

　

開
演　

午
後
２
時

◦�

場
所　

天
聽
の
蔵

◦�

料
金　

５
０
０
円
（
小
学
生
以
下

無
料
）

※�

チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
大
林
）

☎
０
８
０（
５
２
７
２
）０
６
７
６

家か

蚕さ
ん

と
野や

蚕さ
ん

の
繭ま

ゆ

絲い
と

展

　
　
　
　
山
鹿
・
湯
の
端
美
術
会

◦�

日
時　

11
月
８
日
㈮
〜
10
日
㈰

　

�

午
前
11
時
半
〜
午
後
５
時

　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

◦�

場
所　

天
聽
の
蔵（
大
蔵
・
中
蔵
）、

　

古
民
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー
百
花
堂

◦�

入
場
料　

無
料

◦�

内
容

　

�【
大
蔵
】
講
演
会
（
11
月
９
㈯
・

午
後
１
時
）、
野
蚕
の
映
像
、
繭
・

絲
・
成
虫
蛾が

写
真
展
示

　

�【
中
蔵
】
養
蚕
製
糸
の
歴
史
年
表
、

家
蚕
資
料
、
糸
取
り
体
験
、
絹
糸

や
真
綿
を
使
っ
た
作
品
展
示

　

�【
百
花
堂
】
山
鹿
の
養
蚕
を
伝
え

る
写
真
、
養
蚕
用
具
の
展
示
、
織

第
31
回

平
小
城
ふ
れ
あ
い
祭
り

平
小
城
地
区
公
民
館

◦
日
時　

11
月
24
日
㈰　

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所　

平
小
城
小
学
校
体
育
館

◦�

内
容　

演
芸
大
会
、
バ
ザ
ー
、
農

産
品
販
売
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、

餅
投
げ
大
会
、
作
品
展
示
、
体
験

学
習

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
島
田
）

☎（
43
）１
１
２
５

山
鹿
灯
籠
と
い
う

和
紙
工
芸
展

 

山
鹿
灯
籠
振
興
会

　

皆
さ
ん
に
山
鹿
灯
籠
を
よ
り
深
く

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
平
成
25
年
の
国

の
伝
統
的
工
芸
品
指
定
を
機
に
行
っ

て
き
た
新
商
品
開
発
事
業
で
誕
生
し

た
商
品
の
展
示
会
を
行
い
ま
す
。
山

鹿
灯
籠
の
技
術
に
よ
り
生
ま
れ
た
イ

ン
テ
リ
ア
商
品
と
、
山
鹿
灯
籠
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
を
通
し
て
「
工

芸
品
と
し
て
の
山
鹿
灯
籠
」
を
よ
り

箏こ
と

の
寄
贈

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

 

山
鹿
こ
ど
も
お
こ
と
教
室

　

不
要
な
箏
あ
り
ま
せ
ん
か
？
と
以

前
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
皆

さ
ん
か
ら
連
絡
が
あ
り
「
お
母
さ
ん

の
形
見
」「
誰
も
弾
か
な
い
の
は
箏

が
か
わ
い
そ
う
」
な
ど
、
愛
と
思
い

出
が
詰
ま
っ
た
大
切
な
箏
を
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
と
寄
贈
し
て
頂
き

ま
し
た
。

　

現
在
、
14
人
の
子
ど
も
た
ち
が
そ

の
箏
で
練
習
、
演
奏
し
て
い
ま
す
。

６
月
と
９
月
は
熊
本
市
の
大
き
な

ホ
ー
ル
で
も
演
奏
す
る
機
会
が
あ

り
、
頂
い
た
箏
と
一
緒
に
舞
台
に
立

ち
、
立
派
に
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

深
く
知
っ
て
い
た
だ
く
企
画
展
で
す
。

◦
日
時

　

11
月
21
日
㈭
〜
12
月
23
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
（
火
・
水
曜
日
休
み
）

◦�

場
所　

ヤ
マ
ノ
テ

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
冨
田
）

☎（
41
）８
４
０
５

姫
伝
承
塾
の
繭
仕
事
を
伝
え
る
作

品
展

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
木
部
）

☎
０
８
０（
６
４
２
６
）４
５
１
９

※�月曜日定休。時間は10：00〜 17：00

　�パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）�　
問☎ (44)4835

▶ネコと犬の写真展
　スナップ写真100点、展示
　代表：福井　光さん（山鹿市）
　期間　11月１日㈮〜15日㈮

　｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設展示場）　
問☎ (36)3838

▶山口輝也　ともしび展
　パステル画の小品10点、展示します
　期間　12月 29日㈰まで

　　　　　　　��蔓
つ

�薔
る

�薇
ば ら

��　　　　　　　
問☎ (43)8920

※�日曜日定休。時間は11：30〜 18：00
　（最終日は15：00まで）

※�毎週水曜日、第２・４火曜日定休。
　時間は11：00〜 18：00

▶鹿央教室　水墨画展
　人物、風景など水墨で描く
　会員13人が約20点展示
　講師：春山千章さん（上天草市）
　�期間　11月１日㈮〜15日㈮
▶山鹿市美術協会　会員絵画展
　�四季の風景を中心に水彩画約20点
　会員12人
　期間　11月 18㈪〜 30日㈯

　

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
演
奏
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
小し

ょ
う

路じ

永な
が

）

☎
０
９
０（
９
５
８
１
）１
０
３
４
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新
人
俳
句
講
座

●
瀬
口
忠
一
選

病
む
父
の
背
に
手
を
添
え
し
帰
省
の
子　

楠
本　

裕
子

夫
の
弾
く
三
味
線
の
音
や
月
照
ら
す　
　

坂
本　

明
子

被
災
地
の
並
ぶ
ス
コ
ッ
プ
虫
の
声　
　
　

城
田　

千
鶴

タ
ッ
プ
俳
句
会

●
山
口
信
博
選

も
ち
の
木
も
ひ
と
枝
伸
び
て
秋
時
雨　
　

大
薗
美
奈
子

木
漏
れ
日
や
秋
風
吹
か
れ
彩
を
ま
す　
　

村
上　

真
一

青
林
檎
自
由
落
下
に
負
く
る
ま
で　
　
　

松
尾　

光
浩

山
鹿
俳
句
会
　
九
月
例
会

●
利
光
釈
郎
選

流
星
に
届
け
子
の
吹
く
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン　

園
田　

紀
子

少
年
に
ほ
ほ
づ
き
笛
を
教
へ
け
り　
　
　

松
下　

圭
士

父
の
遺
骨
還
ら
ぬ
ま
ま
に
墓
参
か
な　
　

谷　

美
和
子

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句
　
八
月
例
会

●
互
選
句

こ
れ
が
よ
か　

ブ
レ
ー
キ
踏
ま
ず
止
ま
る
げ
な

伊
藤　
　

元

多
す
ぎ
た　

又
い
ら
ん
こ
つ
き
ゃ
喋
り

宮
園
す
ま
子

こ
れ
が
よ
か　

ま
だ
使
い
よ
る
こ
げ
た
な
べ

中
島　

絢
子

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
九
月
例
会

●
黒
田
如
水
選

専
門
家　

過
疎
の
医
療
じ
ァ
言
う
と
れ
ん

藤
本　

白
扇

が
っ
く
り　

結
婚
す
る
は
エ
サ
だ
っ
た

小
水
流
繁
富

今
の
う
ち　

盗
ん
で
し
ま
え
テ
ク
ニ
ッ
ク

遠
藤　

上
気

し
こ
な
さ
ん　

孫
の
質
問
切
り
ん
無
か

岡
田　

真
青

今
の
う
ち　

オ
シ
ャ
レ
す
っ
と
も
後
わ
ず
か

稗
田　
　

恵

●
荒
木
双
衛
門
選

え
っ
た
く
り　

え
っ
た
く
ら
れ
て
一
人
者

森
川
し
を
る

が
っ
く
り　

膝
ま
ず
い
と
る
甲
子
園長

野　

お
節

し
こ
な
さ
ん　

ロ
ボ
ッ
ト
な
っ
と
雇
わ
な
ん

竹
下　

賀
松

鹿
本
短
歌
会
　
　
九
月
詠
草

●
清
田
由
井
子
選

伸
び
す
ぎ
た
白
髪
短
く
カ
ッ
ト
し
て
年
返
上
し
リ
ハ
ビ
リ
を
す
る　
　
　

水
町
千
鶴
子

緑
な
す
野
辺
に
黄
櫨
の
一ひ

と

本も
と

の
細
き
一
枝
が
紅
帯
び
る　
　
　
　
　
　
　

森
本
す
み
子

雷
鳴
は
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
の
ご
と
く
雨
は
バ
カ
ラ
の
ご
と
く
秋
来
る　

松
尾　

光
浩

石
人
短
歌
会
　
九
月
例
会

●
富
田
豊
子
選

痛
む
足
い
た
む
心
を
引
き
ず
り
て
稲
穂
い
で
た
る
畦
道
を
行
く　
　
　
　

鬼
木　

芳
子

夜
の
空
打
ち
上
げ
ら
れ
し
大
花
火　

余
韻
華
や
ぐ
束
の
間
の
彩い

ろ　
　
　
　

上
妻
千
佐
子

晴
れ
の
日
も
ま
た
雨
の
日
も
青
あ
お
と
天
を
扇あ

お

ぐ
か
大
き
な
芭
蕉　
　
　

田
代　

春
美

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会
　
十
月
例
会

仰
ぎ
見
る
病
葉
の
穴
に
い
く
つ
も
の
希
望
と
ゆ
う
青
空
が
あ
る　
　
　
　

相
川　

怜
子

稲
穂
熟う

れ
田
の
干ひ

あ
が上
れ
ば
残
り
水
に
激
し
く
は
ね
る
生
き
も
の
の
あ
り　

鹿
子
木
泰
子

夕
方
に
栗
の
実
届
け
し
教
え
子
よ
わ
が
帰
る
時
待
ち
い
し
ら
む
に　
　
　

関　

ケ
イ
子

鹿
北
短
歌
会
　
九
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

庭
隅
に
あ
ま
た
咲
き
け
る
竹
の
花
天
変
地
異
の
噂
お
そ
る
る　
　
　
　
　

貞
熊
喜
美
子

居
酒
屋
で
ず
っ
と
こ
の
ま
ま
見
て
い
た
い
毒
を
吐
く
君
あ
く
び
す
る
君　

松
永　

康
一

高
齢
と
な
れ
ど
ハ
ン
ド
ル
し
か
と
持
ち
今
日
も
田
ん
ぼ
へ
細
き
道
行
く　

島
北　

鎌
岳

菊
鹿
短
歌
会
　
九
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

花
柄
の
エ
プ
ロ
ン
良
し
と
夫
は
言
う
新
じ
ゃ
が
旨
き
水
無
月
の
朝　
　
　

渕
上
ヨ
シ
子

水
張
り
て
か
そ
か
に
揺
れ
る
小
波
の
早
苗
田
澄
み
て
山
立
を
映
す　
　
　

富
田　

龍
子

ご
即
位
を
祝
ふ
が
如
く
鶯
の
か
け
あ
ふ
声
に
背
筋
伸
び
た
る　
　
　
　
　

長
野　

節
子

鹿
央
短
歌
会
　
九
月
作
品

夕
庭
に
水
ま
き
お
れ
ば
集
ひ
来
る
蜻あ

き
つ蛉
飛
び
交
ひ
陽
は
沈
み
ゆ
く　
　
　

竹
原　

黎
子

降
り
つ
づ
く
雨
も
ま
た
よ
し
こ
の
夏
の
酷
暑
を
す
べ
て
流
し
て
く
る
る　

木
下　

精
子

垣
根
ご
し
赤
白
桃
の
さ
る
す
べ
り
酷
暑
い
と
は
ず
色
冴
え
て
く
る　
　
　

東　

よ
り
子

三
岳
短
歌
会
　
九
月
例
会

山
道
を
か
け
の
ぼ
り
ゆ
く
三
人
子
の
黄
色
き
声
も
と
ほ
る
竹
林　
　
　
　

田
中
美
千
代

夜
半
す
ぎ
て
そ
つ
と
帰
れ
ば
セ
ン
サ
ー
が
待
っ
てい
た
よ
と
ば
か
り
に
照
ら
す　

中
原　

節
子

照
り
返
す
椿
若
葉
が
ま
ぶ
し
か
り
麦
藁
帽
子
ま
ぶ
か
に
か
ぶ
る　
　
　
　

戸
次　

幸
子

今
の
う
ち　

す
る
こ
と
だ
け
は
ち
ゃ
ん
と
す
る

有
働
ち
せ
子

が
っ
く
り　

煩
悩
か
け
た
甲
斐
も
無
ァ

浦
上　

公
子

市
民
文
芸
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今
月
の
展
示

ひだまり図書館
「2019女子ハンドボール世界選手権大会」
ハンドボール関連の本を展示

「食欲の秋」
旬の食べ物、おいしいレシピをご紹介

「どんなおしごとを知ってる？」
勤労感謝の日に向けて、おしごと本をご紹介

こもれび図書館
「ガンバレ受験生」
受験ナビと市内４校のパンフレットを展示

「温泉の恵みに感謝」
温泉を楽しむ本や、この時季気になる「冷え
取り」の本をご紹介

「音楽を楽しむ」
偉大な音楽家の自伝から、自分で作曲でき
る本まで、音楽にまつわる本を展示

休 

館 

日

 ひだまり図書館
11月４日㉁・11日㈪・18日㈪・25日㈪・26日㈫・27日㈬
 こもれび図書館
11月６日㈬・13日㈬・20日㈬・25日㈪・26日㈫・27日㈬

問い合わせ先
�　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　★こもれび図書館　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
�　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

ごみの分別って分かりにくい。終わった花火やカイロは
何ごみ？�分別のちょっとしたコツを、ごみ清掃員兼芸人
の著者が教えてくれます。

【ひだまり】【こもれび】【菊鹿】

『ごみ育　日本一楽しいごみ分別の本』
滝沢秀一 /著　太田出版 /出版

ある月夜、夫婦は赤ちゃんを授かります。でもその子は…。
難病の子を魚に、夫婦を熊に例えた物語。思わぬ結末に
ハッとします。

【ひだまり】【こもれび】

『森のあかちゃん』　　　　　　コゼッタ・ザノッティ/文
ルチア・スクデーリ/絵　佐藤まどか /訳　BL出版 /出版

東京五輪を翌年に控えた昭和 38 年、浅草で男児の誘拐事
件が発生した。社会の変化に翻

ほんろう

弄されながらも刑事たち
は愚直に捜査を続けるが…。

【ひだまり】【こもれび】

『罪の轍
わだち

』
奥田英朗 /著　新潮社 /出版

結婚を機に芸能界を引退した後の 30 数年間、時間を丁寧
に紡ぎながら一針一針、日記のようにつづったキルトの
作品集。

【ひだまり】【こもれび】【鹿北】

『時
と き

間の花束��B
ブ ー ケ

ouquet�d
デ ュ

u�t
タ ン

emps��幸せな出逢いに包まれて』
三浦百惠 /著　日本ヴォーグ社 /出版

蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】図書館スタッフ おすすめの１冊

《環境》

《推理・ミステリー》

《えほん》

《手芸》
※ 図書館システム更新作業のため、11 月 25 日㈪〜 27 日

㈬は図書館・図書室全館を閉館します。本の返却は時間
外返却口にお願いします。

空き家バンク登録物件
山鹿に移住を希望するたくさんの人が、市内の空き家を探しています。
空き家になった住宅を有効活用しませんか？
平成 30 年度は、空き家バンクを通じて 15 世帯が入居しました！

●次に該当する物件は除きます。
　●　営利を目的とした物件（アパート・借家・分譲住宅）
　●　宅建業者が仲介を行っている物件
　●　老朽化、破損などが著しく、大規模な修繕が必要な物件
　●　市町村民税滞納者が所有している物件
　●　暴力団員および、それらと密接な関係を有している人が所有する物件

【問い合わせ・移住定住相談窓口】地域生活課　☎（43）1114大募集

山鹿市　空き家バンク 検索

山鹿市内にある空き家で、土地と建物を不動産登記してある物件登録条件

空き家活用相談会を開催します！詳しくはお問い合わせください

参加無料
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偽
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
き
っ
か
け
で
キ
ャ

リ
ア
決
済
が
不
正
利
用
さ
れ
た

【
事
例
】

●��

携
帯
電
話
の
会
社
名
で「
電
話
代
が
高
額
に
なって

い
ま
す
」
と
ショー
ト
メッ
セ
ー
ジ（
以
下
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）

が
届
い
た
。
Ｓ
Ｍ
Ｓ
内
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
クセ
ス
し
自
分

の
Ｉ
Ｄ
、パス
ワ
ー
ド
な
ど
を
入
力
す
る
と
、
直
後

に
確
認
メ
ー
ル
が
届
い
た
の
で
認
証
を
行っ
た
。
そ
の

後
、
身
に
覚
え
の
ない
通
販
サ
イ
ト
で
利
用
さ
れ
た

とい
う
連
絡
が
届
き
、キャ
リ
ア
決
済
（
商
品
代
金

を
携
帯
電
話
の
利
用
料
金
と
ま
と
め
て
支
払
う
決

済
方
法
）が
不
正
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
分
かっ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●��

偽
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
や
メ
ー
ル
、
サ
イ
ト
は
巧
妙
に
作
成
さ

れ
て
お
り
、
正
式
な
も
の
か
見
分
け
る
こ
と
は
困
難

で
す
。
も
し
届
い
た
場
合
は
、
記
載
さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ

へ
安
易
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ア

ク
セ
ス
し
た
場
合
も
、
す
ぐ
に
個
人
情
報
を
入
力

せ
ず
、
電
話
会
社
の
ホ
ー
ムペー
ジ
な
ど
で
正
式
な

物
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●��

あ
ら
か
じ
め
携
帯
電
話
に
電
話
会
社
の
番
号
や

ホ
ー
ムペー
ジ
、
電
話
会
社
が
提
供
し
てい
る
ア
プ
リ

を
登
録
し
、
す
ぐ
に
問
い
合
わ
せ
や
確
認
が
で
き
る

よ
う
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※���

不
安
を
感
じ
た
と
き
や
困っ
た
と
き
は
、消
費
生
活

セン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）０
１
８
８

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

私
だ
け
は
大
丈
夫
!?

消
費
生
活
相
談

地域おこし協力隊通信 問地域生活課 ☎（43）1114地域おこし協力隊通信

山
鹿
発 

食
卓
行
き

熟
れ
し
〜
話

や
ま
が
び
と

う

ゆ
ら
り
鹿
北
町

暮ら
し

イベ
ント 　９

月
29
日
、
こ
と
し
も
岳
間
の
椎
持
菅

原
神
社
に
て
「
秋
の
大
祭
総
ご
も
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
好
評
だ
っ
た
猪

汁
と
お
に
ぎ
り
、
お
漬
物
が
お
昼
ご
飯
に

振
る
舞
わ
れ
、
田
舎
料
理
の
温
か
み
あ
る

味
わ
い
に
ほ
っ
こ
り
。

　演
目
は
山
鹿
中
学
校
太
鼓
部
に
よ
る
太

鼓
の
演
奏
か
ら
始
ま
る
、
活
気
あ
る
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
。
鹿
北
中
学
校
音
楽
部
の
演
奏

や
、
あ
ん
ず
亭
大
福
く
ん
の
落
語
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
頑
張
る
姿
に
心
を
打
た
れ

ま
し
た
。
大
人
の
部
も
、
手
品
や
ス
コッ
プ

三
味
線
、
ほ
ら
吹
き
貝
の
参
加
型
体
験
、

民
謡
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
こ
と
し
は
演

目
が
大
充
実
で
、
ス
テ
ー
ジ
か
ら
目
が
離

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　私
は
微
力
な
が
ら
、
司
会
を
務
め
ま
し

た
。
10
月
で
協
力
隊
を
終
え
る
た
め
「
地

域
の
人
へ
の
あ
い
さ
つ
の
場
に
」
と
、
運
営

の
人
の
心
遣
い
で
立
た
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
私
に
と
っ
て
涙
あ
り

の
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。
　

 

　

 （
岩
崎
）

　彼
岸
花
も
彩
る
９
月
21
日
に
開
催
さ

れ
た
、
第
２
回
「
き
く
か
ま
つ
り
」。
台

風
接
近
の
た
め
、
当
日
の
朝
ま
で
心
配

さ
れ
た
天
気
も
最
後
ま
で
持
ち
、
メ
イ

ン
会
場
「
あ
ん
ず
の
丘
」
か
ら
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
で
つ
な
い
だ
他
会
場
も
、
多
く

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

二
部
に
予
定
し
て
い
た
花
火
は
残
念
な

が
ら
中
止
と
な
っ
た
も
の
の
、
お
待
ち

か
ね
の
お
楽
し
み
抽
選
会
は
大
盛
況
に
。

　こ
と
し
は
「
菊
鹿
さ
き
も
り
隊
」
の

隊
長
と
実
行
委
員
会
会
長
の
大
役
を
仰

せ
付
か
り
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ

無
事
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
菊
鹿

市
民
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方
々
や
各
会
場

の
主
催
団
体
の
方
々
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

運
営
を
支
え
た
「
さ
き
も
り
隊
」
の
同
士

の
方
々
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。
今
後
は
、

ま
つ
り
の
企
画
運
営
だ
け
で
な
く
、
地

域
づ
く
り
や
集
落
の
維
持
支
援
な
ど
菊

鹿
地
域
活
性
化
へ
の
新
た
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　（田
河
）

食と
農 　鹿

央
物
産
館
出
荷
協
議
会
の
懇
親
会
に

参
加
し
ま
し
た
（
９
月
26
日
）。
出
荷
協

議
会
の
会
員
＝
生
産
者
の
皆
さ
ん
同
士
が

顔
を
合
わ
せ
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

　毎
日
、
早
朝
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
に
作
物
を

積
み
込
ん
で
出
荷
す
る
生
産
者
の
皆
さ

ん
。
私
が
時
折
、
鹿
央
物
産
館
に
て
仕
分

け
作
業
を
お
手
伝
い
す
る
時
、
い
つ
も
出

荷
す
る
皆
さ
ん
の
笑
顔
と
元
気
な
声
に
出

会
い
ま
す
。

　私
は
以
前
、
生
産
者
の
取
材
中
に
複
数

の
人
か
ら
「
作
り
手
の
感
情
は
作
物
の
味

に
影
響
す
る
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
実
際
、
山
鹿
の
お
米
や
野
菜
、
果
物

は
本
当
に
お
い
し
い
の
で
す
が
、
生
産
者

の
皆
さ
ん
と
話
す
た
び
、
そ
れ
は
皆
さ
ん

の
真
面
目
さ
や
穏
や
か
さ
、
優
し
さ
に
よ

る
結
果
な
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　懇
親
会
ラ
ス
ト
は
「
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
」。
会
場
の
鹿
央
物
産
館
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
は
、
お
開
き
ま
で
大
き
な
笑
い
声
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　（河
野
）

移住
定住
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問環境課  ☎(43)7211

バ
ン
ビ
通
信

問
消
防
本
部
予
防
課　　
☎（
43
）９
１
１
９

１
１
９
番
通
報
の
か
け
方
に
つ
い
て

　

今
回
は
い
ざ
と
い
う
時
の

１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
を
説

明
し
ま
す
。
め
っ
た
に
１
１
９
番

に
電
話
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
い
ざ
と
い
う
時
、
慌
て
て
何

を
話
せ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い

人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

１
１
９
番
は
救
急
車
や
消
防
車

を
呼
ぶ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

通
報
者
が
困
っ
て
い
る
時
に
、
指

令
員
が
適
切
に
口
頭
で
指
導
を
行

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
１
１
９
番
通

報
を
し
た
ら
安
心
し
て
く
だ
さ
い

ね
。

●
１
１
９
番
通
報
の
流
れ

①�
１
１
９
番
消
防
で
す
。
火
災
で

す
か
？
救
急
で
す
か
？

➡
救
急
で
す
（
火
事
で
す
）。

②
場
所
は
ど
こ
で
す
か
？

➡�

山
鹿
市
○
○
町
△
△
番
地
で

す
。
近
く
に
□
□
と
い
う
建
物

が
あ
り
ま
す
。

③�

年
齢
と
性
別
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

➡�

40
歳
代
の
男
性
で
す
（
年
齢
が

分
か
ら
な
い
場
合
「
○
歳
ぐ
ら

い
」
で
も
大
丈
夫
で
す
）。

④
意
識
、
呼
吸
は
あ
り
ま
す
か
？

➡�

意
識
は
○
○
○
、
呼
吸
は
○
○

○
（
分
か
ら
な
い
場
合
は
「
分

か
り
ま
せ
ん
」
や
、
傷
病
者
の

容
体
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
）。

　

ま
ず
は
落
ち
着
い
て
１
１
９
番

通
報
し
て
、
質
問
に
答
え
て
く
だ

さ
い
。皆
さ
ん
の
正
し
い
通
報
が
、

迅
速
、
確
実
な
消
防
活
動
に
つ
な

が
り
ま
す
。

※�

１
１
９
番
は
火
災
や
救
急
な
ど

の
緊
急
通
報
用
で
す
。
問
い
合

わ
せ
な
ど
に
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

冬
場
は
灯
油
や
重
油
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
る

た
め
、
油
が
用
水
路
な
ど
に
流
出
す
る
事
故
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

油
流
出
事
故
が
発
生
す
る
と
、
河
川
や
周
辺
の
井

戸
水
お
よ
び
土
壌
の
汚
染
、
悪
臭
の
発
生
な
ど
、
住

民
の
健
康
や
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
作
物
や
魚
介
類
な
ど
、
地
域

の
産
業
に
も
経
済
的
な
損
失
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
事
故
の
原
因
者
に
と
っ
て
も
、
流
出
し
た
油

の
回
収
や
復
旧
作
業
、
さ
ら
に
は
損
害
賠
償
へ
の
対

応
な
ど
、
多
大
な
労
力
と
経
済
的
な
負
担
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

流
出
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
、
人
為
的
な
ミ
ス
に
よ

る
も
の
で
す
。
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
貯
油
タ

ン
ク
な
ど
の
管
理
徹
底
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
…

◦�

貯
油
タ
ン
ク
は
転
倒
し
な
い
よ
う
に
設
置
す
る
。

防
油
堤
を
設
置
し
、
周
囲
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
す

る
（
防
油
堤
は
油
の
種
類
や
貯
油
タ
ン
ク
の
容
量

に
よ
り
、
条
例
で
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
）。

◦�
貯
油
タ
ン
ク
や
配
管
に
、
亀
裂
や
老
朽
化
が
な
い

か
、
定
期
的
に
確
認
す
る
。

◦�

給
油
の
際
は
、
そ
の
場
を
離
れ
た
り
、
目
を
離
し

た
り
し
な
い
。

用水路に流出した油を手作業で回収
している様子

油が流出すると…

回収には多大な労力が必要です！

油が河川に流出したため、オイル
フェンスを設置している様子

油
の
流
出
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い



山鹿子育て支援センター ☎ (43)1270　　 おさか童夢（水・土曜のみ開所）☎(43)1155　　 病後児保育室　☎ (43)1281
鹿北子育て支援センター ☎ (32)3194　　 第一児童館　　　　　　　 　☎(43)1128　　 ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター ☎ (48)4660　　 中央児童センター　　　　 　☎(44)0057　 　　　　　　　 ☎ (44)8800
鹿本子育て支援センター ☎ (46)6029　　 児童センター　　　　　　 　☎(46)4441
鹿央子育て支援センター ☎ (36)2150　　 鹿本児童館　　　　　　　 　☎(46)4455

小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです
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　３月に72年の歴史に幕を閉じた山鹿市立鶴城中学校
と統合し、ことし４月、本校は「新生山鹿中学校」とな
りました。全校生徒 727人、職員 75人で「新生山鹿
中学校」がスタートしています。
　「夢や志を持ち、命を大切に　生き抜く力を身につけ
た生徒の育成」という学校教育目標を掲げ、その学校像
「強い学校」、生徒像「主体的で自立した生徒」を目指し
教育活動を展開しています。昨年は、統合することが決
まっていたこともあり、両校合同の集団宿泊教室や修学
旅行、交流事業などを行ってきました。その成果もあり、
生徒たちは落ち着いた学校生活を送っています。また、
校区が広くなったこともあり、本年度からスクールバス
の登下校が始まりましたが、スムーズに運行されていま
す。
　５月に行われた体育大会では、本校の伝統である優雅

な「山鹿灯籠踊り」に加え、鶴城中の伝統だった躍動感
ある踊り「よさこいソーラン」を女子生徒全員で披露し
ました。まさに、新生山中を象徴する場面の一つで、保
護者や地域の皆さんから拍手喝采を浴び、生徒たちの表
情も達成感にあふれ、感動させられました。
　また、ことしの生徒会テー
マは “絲

いと

＂です。２つの糸が手
をつないでいる様子を表現し
ています。生徒会長の山根君
（３年生）は「一つの糸は山鹿
中、もう一つの糸は鶴城中を
表しています。互いに手を取
り合い、気持ちを一つにして
『新生山中』を創ろうという思
いを込めています」と力強く
語ってくれています。
　「統合元年」のことし、このテーマを大切にし「新生
山中」は全校生徒および全職員で「強い山中」を目指し
「一致協働」して全力を尽くします。

山鹿中学校データ　田上明利校長　生徒数 727人

高校生と赤ちゃん�ふれあい交流会

参加した高校生のつぶやき

参加したお母さんのつぶやき
　今後の予定�…�11月 14日㈭（鹿本商工高等学校）
　　　　　　　��11 月 26日㈫（城北高等学校）
　　　　　　　��12 月 11日㈬・16日㈪（鹿本高等学校）

※詳しくは、各児童館および各支援センターへ

合言葉は「統合元年　新生山中　一致協働」 山鹿中学校

〜知ってほしい“命の尊さ”“命の不思議”を〜
　子育て親子との触れ合い活動を通して「子育ては大変だけど楽しい！」ということを“今”
を生きる高校生に伝えながら、これまでの自分（愛されて生まれてきたこと）、これからの自
分（親になること）について、ちょっとだけ立ち止まり、考えてみる会です。

「最初は泣かれないか不安だったけど、
　　　　　　　　　　　　笑顔が見られてよかった」

「赤ちゃんの手のひらに指を入れたら、
　　　　　　ギュッて握ってくれたのでかわいかった」

「高校生にとっては近い将来のこととして
　　　　　　　　良い経験にしてもらえたらうれしい」

「私も再度、大事に育てていこうと思う
　　　　　　　　　　　　　　　良い機会になった」

鹿本農業高等学校 鹿本商工高等学校
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　朝に夕に涼しい風が吹き、保育園の周りにも秋の草
花が咲き始めている。
　ことしも、いつものように台風シーズンが来て、果
樹を揺らし、樹木の枝葉をまき散らしていくが、愛ら
しい花を付けた 10月桜は周りを明るくして元気をく
れる。それでも、風のない午後は照り付ける日差しは
強いが、保育園を取り囲む木陰はひんやりとして気持
ち良い。
　子どもたちは自然の素材をお
もちゃにして上手に工夫して遊
んでいる。クローバーや、花に
集まるチョウや昆虫たちも大事
な友達だ。
　裏門近くにあるイチョウの木
の下は、帰宅中の高校生がコー
ヒータイムを取ったり、トラッ
クを止めて汗を拭いたり、お年
寄りが一休みと、行き交う人の
ホッとする場所になってい
る。幼木のころ、芯止めを
したので丸っこい姿になっ
ている。これから深まる秋
とともに黄色に染まってい
く、青い空に黄色い風船が
浮いたようになる日を心待
ちにしている。

　私は５歳の娘と３歳の双子の息子の母です。一人目
の育児も手探りでしたが、双子を授かってからはさら
に手探り状態で、自分の育児はこれで大丈夫だろうか
と不安になるくらいでした。縁あって、つぼみ保育園
に入園し、最初に先生から「一緒に子どもたちを育て
ていきましょう」という言
葉をもらった時は、本当に
心が救われる思いでした。
　「悩むということはそれ
だけ子どものことを考え
ているから」と励ましてい
ただき、母親の悩んでいる
ありのままの姿を受け入
れてくださいました。
　毎月、園からのお便りと
一緒に「ないおん」とい
う新聞を頂きます。育心の
記事には子育てのヒントが
あり、親としてはとても勉
強になるありがたいもので
す。
　子どもたちをお迎えに行くと「今日も保育園楽しかっ
たー」と元気な第一声をくれます。そのように感じさ
せてくださる先生方の雰囲気づくりに感謝の気持ちで
いっぱいになる毎日です。
　　　　　　　　　　　　　　　保護者　後藤　妙子

　来民小学校では一昨年度から、PTAを中心とした「夢
フェスタ」を行っています。PTAの夢つくり委員さんが
中心となって、来民小の子どもたちに、大きな夢を持ち、
その夢に向かって頑張っていって欲しいという願いをも
とに、いろいろな職業の紹介や体験ができるブースを設
定し、子どもたちの夢を育む活動です。
　今年度は、全学年が
現在建設中の「鹿本小
学校体育館」の建設の
様子、そして今現在、
体育館がどのように作
られているかなどの説
明を淺

あさぬま

沼組の人に説明
していただきました。
人間で例えるならば骨
に当たる新しい体育館の鉄骨の大きさや重さなど、クイ
ズ形式で話をされ、子どもたちも興味を持って話を聞い
ていました。説明後、子どもたちから「新しい体育館を
大事に使いたいです」「暑い中でも私たちのために作業を
頑張ってくださって、ありがとうございます」などの感

想がありました。
　全体での「鹿本小学校体育館」見学の後、子どもたち
は11のブースに分かれて、いろいろな職業体験をしま
した。介護、ネイリスト、
設計士など、子どもた
ちが興味を持ったブー
スに参加し、その仕事
をするために大切なこ
とや、今からどんなこ
とを頑張っていけばい
いのかを直接話しても
らったり、体験をした
りと楽しく活動することができました。子どもたちの感
想で「夢フェスタで学んだことを生かして、自分の夢を
叶えることができるように、これから頑張りたいです」「自
分の夢に向かって頑張ります」とあり、将来の夢が膨ら
んだ夢フェスタになりました。

それぞれの秋
三岳保育園�☎ (43)3874

感　謝
つぼみ保育園�☎ (48)2198

　　夢を育む「第３回�夢フェスタ」 来民小学校

来民小学校データ　大坂高弘校長　児童数 264 人

見守っているよ

ミノムシかな〜！

体育館ができるまで

設計士のブース
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２
母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
文化の日 振替休日 １歳６カ月児健診

30 年３月生
山鹿(大道・三玉小学校区を
除く)・鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

10 11 12 13 14 15 16
３〜４カ月児健診
１年７月生
三玉小学校区・菊鹿・鹿本
13:30 ～ 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
31 年３月生
三玉小学校区・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:30 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
28 年７月生
山鹿（大道・三玉小学校
区を除く）鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

17 18 19 20 21 22 23
３〜４カ月児健診
１年７月生
山鹿（三玉小学校区を除
く）・鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

すくすく学級
30 年 12 月生
全地区
10:00 ～ 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

勤労感謝の日

24 25 26 27 28 29 30
７〜８カ月児健診
31 年３月生
山鹿（三玉小学校区を除
く）・鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
30 年３月生
大道・三玉小学校区・菊
鹿・鹿本
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
28 年７月生
大道・三玉小学校区・菊
鹿・鹿本
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

 ※場所の省略表記…【山健福】山鹿健康福祉センター
 　　　　　　　　　  【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

乳がん追加検診のお知らせ
　乳がんは 40 ～ 50 代女性のがん死亡原因ナンバーワン。山鹿市の検診でも、乳がんの発見者数が一番多いです。乳がん
は早期発見で治療すれば 95％以上が治るといわれています。
　今年度、乳がん検診を受けていない人は、この機会にぜひ受診してください。
◦ 検診日　12 月19 日㈭　　　◦実施方法　集団検診（マンモグラフィ＋視触診）　　◦検診会場　山鹿健康福祉センター
◦ 対象者　40 歳以上の女性（検診受診日に山鹿市に住民票がある人）　※ 今年度乳がん検診を受けていない人のみ
◦ 検診料金　40 ～ 49 歳：2,100 円　　50 ～ 74 歳：1,600 円　　75 歳以上：500 円
※ 乳がん検診無料クーポン券対象の人（昭和 53 年４月２日～昭和 54 年４月１日生まれ）は、無料になります。
※ 市民税非課税世帯と生活保護世帯の人は検診当日に証明書を持参すると無料になります。
◦ 申込期限　11 月 15 日㈮まで
◦ 申し込み方法　健康増進課までお電話ください。申し込みいただいた人には、検診前に受付時間などのご案内をお送りします。

◦�乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康増進課へご連絡ください。
◦�母子健康手帳交付時に持ってくるもの
　・�印かん・妊娠届出書（予定日が分かるもの）・次の①、②いずれか（①妊婦本人のマイナンバーカード②妊婦本人の通知カードと運転免許証などの本人確認書類）
　・過去の妊娠、出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）※ぜひ、ご夫婦でお越しください。

11月

◦献血日　　11 月 18 日㈪
◦場　所　　Mr.Max 山鹿店
◦受付時間　9：30 〜 11：30
　　　　　 12：45 〜 16：00

◦献血日　　11 月 28 日㈭
◦場　所　　ひだまり駐車場
◦受付時間　9：30 〜 11：20
　　　　　 12：30 〜 15：30

献血にご協力ください



〜みんなの健康手帳〜

27　2019.11　広報やまが

元気の
お手伝い
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山鹿市民
医療センター通信
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一般不妊治療費を助成します
◦ 対象者
　法律上婚姻をしている夫婦で、次の①～⑤全てに該当する人
　 ①山鹿市に１年以上住所がある夫婦（どちらか一方で可）
　②市税を滞納していないこと（世帯全員）
　③夫婦のいずれかが医療機関において不妊症と診断されていること
　④当該助成の申請日における妻の年齢が 40 歳以下であること
　⑤一般不妊治療に関し、他の助成金（県事業による助成金を除く）の交付を受けていないこと

◦ 令和元年度の申請期間　
　10 月１日～令和２年３月３１日㈫まで（※土・日曜日、祝日を除く）

◦ 申請方法
　一般不妊治療を受けた日の属する月の初日から起算して１年以内に、下記のものを健康増進課にお持ちください。
　①山鹿市一般不妊治療（人工授精）費助成事業申請書
　②山鹿市一般不妊治療（人工授精）費助成事業受診等証明書
　③人工授精治療に係る領収書および治療内容が分かるもの
　④住民票謄本（１カ月以内に発行された世帯全員のもの）
　⑤戸籍謄本（１カ月以内に発行されたもの。住民票謄本で夫婦の続柄の記載があれば、戸籍謄本は不要）
　⑥印かん（朱肉使用のもの）
　⑦ご夫婦いずれか（山鹿市に住民票を持つ申請者）の通帳
　⑧写真付きの本人確認書類（運転免許証など）
　※①②の様式は山鹿市ホームページ、または健康増進課窓口にあります。

◦ 助成内容　
　次の①②を合わせて一組の夫婦につき５万円を上限とする（※申請年度から通算し、２年度を限度とする）
　① 不妊治療のうち、人工授精による治療で医療保険各法に規定する療養の給付の適用外となるもの。ただし、次のい

ずれかに該当するものおよび特定不妊治療を除く。
　　ア．夫婦以外の第三者からの精子、卵子または胚の提供によるもの
　　イ． 夫の精子を妻以外の第三者の子宮に医学的な方法で注入して、当該第三者が妻の代わりに妊娠し、および出産

するもの
　② 一般不妊治療費（文書料、個室料などの人工授精に直接関係のない費用を除く）および一般不妊治療に関し医療機

関において交付された処方箋により、薬を調剤した薬局に支払った費用。
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９
うぶごえ

※９月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

お く や み

およろこび
山　鹿
　山　鹿

▲

牛島　大輝さん♥坂口　治香さん
　　　　

▲

石原　良一さん♥德永あゆみさん
　平小城

▲

松本　　純さん♥伊藤　響夏さん
　三　岳

▲

太田黒好貴さん♥前田　優希さん
　三　玉

▲

鹿瀬島　勇さん♥本山　佳代さん
　大　道

▲

松林　賢悟さん♥田口美智世さん
鹿　本
　来　民

▲

古田　晃平さん♥多田　　和さん
鹿　央
　山　内

▲

前田　健児さん♥松嶋　美積さん

山　鹿
　山　鹿

▲

戸浦　愛
あ

真
さな

さん　緒方　琉
る か

花さん
　　　　　千　　悠

ゆ う

生さん　有働野
の ど か

土香さん
　　　　　佐々　一

いち

椛
か

さん
　米　田

▲

星子陽
ひ よ り

和里さん　都築　維
い ち か

愛さん
　平小城

▲

伊豆永　蓮
れん

さん
　三　岳

▲

山本悠
ゆ ず き

朱樹さん　吉川　典
てん

李
り

さん
　　　　　大森　晴

はる

世
せ

さん
　三　玉

▲
原　　咲

え な

七さん　原　　咲
え み

心さん
　大　道

▲
松田　怜

れ な

奈さん　神西　陽
よう

太
た

さん
鹿　北
　岳　間

▲

古田　一
いっしん

芯さん
鹿　本
　来　民

▲

渡邉　　蘭
らん

さん　古田　彬
あき

人
と

さん
　稲　田

▲

古里　一
い っ さ

咲さん　大村　大
だい

地
ち

さん
　　　　　高沖　　聡

そう

さん
鹿　央
　千　田

▲

守川　陽
はる

翔
と

さん
　米野岳

▲

上村　里
り

月
つき

さん
　山　内

▲

上田　一
いち

愛
か

さん　古閑　　蒼
あおい

さん
　　　　　原　　優

ゆ

月
づき

さん

山　鹿
　山　鹿

▲

齊藤　昭博さん(81)　瀨口　光一さん(62)
　　　　　上田ヤスコさん(79)　渡辺　正子さん(77)
　　　　　荒木　　繁さん(76)　上田チヨノさん(96)
　　　　　大里　利夫さん(83)　本山　　繁さん(83)
　　　　　富田　鈴子さん(93)　髙木　誠也さん(79)
　　　　　原田　時彦さん (83)
　米　田

▲

中山美智子さん(92)　濱武　眞一さん(92)
　八　幡

▲

松江　和子さん(79)　吉田　晴司さん(82)
　　　　　境　　知子さん (71)
　三　岳

▲

水川　　緑さん(95)　吉川ヒサヱさん(88)
　　　　　岩瀨　信明さん(92)　古家ヒサヱさん(105)
　　　　　佐藤ミチヨさん (90)　
　三　玉

▲

江良　アサさん(96)　渕上　　實さん(89)
　大　道

▲

野満　義信さん (94)

鹿　北
　岳　間

▲

鬼塚　妙子さん (90)
　岩　野

▲

山下エイ子さん(93)　古川キミ子さん(94)
　広　見

▲

友田加代子さん(64)　古川　隆男さん(92)
　　　　　井上田鶴子さん (101)
菊　鹿
　内　田

▲

宮﨑　二登さん(85)　立花　昭春さん(85)
　城　北

▲

森田　一德さん(88)　坂本　栄子さん(92)
鹿　本
　来　民

▲

楠本　宜史さん(69)　一法師　學さん(84)
　稲　田

▲

　山　昭代さん(91)　藤本　幸則さん(85)
　　　　　大　　敬一さん (68)
　中　富

▲

増田　正雄さん(95)　石橋　　人さん(94)
鹿　央
　米野岳

▲

立山　正春さん (69)
　山　内

▲

尾田ハツコさん (100)
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入札日 工事名 工事場所 落札業者 落札額（円）

９/ ３

令和元年度　南松尾配水池施設整備工事 鹿北町南松尾地内 相互電気設備㈱ 42,185,000

東部工業団地北側排水路整備工事 久原地内 ㈲松山建設 10,538,000

細永堂原線道路改良工事 鹿北町四丁地内 ㈲草野建設 13,805,000

小原橋補修工事 小坂地内 ㈲草野建設 9,955,000

芋生線道路改良工事 鹿北町芋生地内 ㈲虎口建設 22,638,000

上久野Ｂ団地汚水排水工事（Ｂｰ２・Ｂ‒３工区） 鹿央町千田地内 ㈲梶川工業 34,100,000

多久地区単県治山自然災害復旧工事 鹿北町多久地内 ㈲中村工務店 10,285,000

入札結果の報告（９月分）

※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む）

問防災監理課　☎（43）1113

お
知
ら
せ

◦「健康のはじめの一歩は歩きから」

　健康づくりは、食生活・運動・休養が３本柱といわれています。運動をすることで生活習慣病予防や運動機能維持
などの効果が得られ、健康づくりに役立ちます。

◦「歩くたび新たな発見！心もからだもリフレッシュ」

　不安・心配事・イライラ・緊張感などが高まった状態を「ストレスがある」と表現します。ウォーキングはそんな
ストレスを解消するのに適した運動です。

気軽にできる運動として、気の合う友達と話しをしたり、周りの景色を眺めたりしながらウォーキングを始めてみませんか？

案　内　版　Information
山鹿市民歩こう運動

運動はメンタルヘルスにも効果的です
　運動をして気持ちの良い汗を流すと、気分がさっぱりするものです。
もしもあなたがストレスを感じやすくなっているのなら、その原因の
一つは運動不足かもしれません。
　ストレスの予防や解消にも大きな効果がある運動、忙しいときこそ
ウォーキングなどで積極的に体を動かしてみませんか。

問健康増進課　☎（43）0050

◦脳が活性化される
　運動により脳の血流が良くなる
ので、脳が活性化され思考力や記
憶力も高まります。また、心に安
らぎをもたらすセロトニンなどの
神経伝達物質が脳内に増加してき
ます。

◦気分転換ができる
　適度な運動の刺激によ
り、気分転換につながり
ます。

◦満足感や達成感が得られる
　運動を続けることで「これだけ
できるようになった」という満足
感や達成感が得られます。それが
自信につながり、気持ちが明るく
前向きになることが期待できます。

《　適度な運動をすると…　》

《　山鹿市民歩こう運動キャッチフレーズ　》
「健康のはじめの一歩は歩きから」「歩くたび新たな発見！心もからだもリフレッシュ」
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国
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買

取
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光

発
電
の
余
剰
電
力
の
買
い
取
り
期
間
を
10
年

間
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
と
し
11
月
以
降
、

売
電
開
始
10
年
間
を
経
過
し
た
設
備
か
ら
順

次
売
電
契
約
が
満
了
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
家

庭
で
は
、
期
間
満
了
後
の
売
電
や
電
気
の
使

い
道
を
、改
め
て
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
て
い
る

人
は
、
こ
の
機
会
に
現
在
の
売
電
契
約
の
期

限
を
確
認
の
上
、
10
年
間
の
期
間
満
了
ま
で

に
、そ
の
後
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※�

詳
し
く
は
「
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁��

ど
う

す
る
？
ソ
ー
ラ
ー
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ

い
。

問 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
お
問
い
合
わ
せ
窓
口

☎
０
５
７
０（
０
５
７
）３
３
３

　

Ｒ
Ｋ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で
い
つ
で

も
山
鹿
市
か
ら
の
情
報
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

◦  

配
信
情
報
一
覧

　

 

防
災
情
報
、
行
政
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
、
情

報
公
開
、
電
話
帳
、
学
校
関
係

◦
視
聴
方
法

　

 

⒈�

地
デ
ジ
の
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
Ｒ
Ｋ
Ｋ
テ

レ
ビ
）
を
視
聴
し
ま
す
。

　

⒉
リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
。

　

⒊�

画
面
か
ら
「
デ
タ
ポ
ン
」
を
選
び
決
定

を
押
し
ま
す
（
リ
モ
コ
ン
の
上
下
左
右

を
押
し
て
操
作
し
ま
す
）。

　

⒋�

見
た
い
項
目
を
選
ん
で
「
決
定
」
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

デ
タ
ポ
ン
に
掲
載
さ
れ
た
情
報
は
「
や
ま

が
メ
イ
ト
」
で
も
確
認
が
で
き
ま
す
。

問
情
報
シ
ス
テ
ム
広
報
課
☎（
43
）１
１
１
８

　

清
浦
記
念
館
（
鹿
本
町
来
民
）
で
は
清
浦

奎け
い

吾ご

顕
彰
会
会
員
研
修
の
た
め
、
左
記
の
日

を
、臨
時
休
館
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦  

日
時

　
11
月
14
日
㈭

問
清
浦
記
念
館　
　
　
　

☎（
46
）５
１
２
７

　

社
会
教
育
課　
　
　
　

☎（
43
）１
６
５
１

　

ス
ト
ー
マ
を
造
設
さ
れ
た
患
者
と
ご
家
族

を
対
象
に
、
運
動
の
話
や
意
見
交
換
を
行
い

ま
す
。
当
院
以
外
で
手
術
さ
れ
た
人
で
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦  
日
時　
11
月
20
日
㈬　

午
後
１
時
半

◦ 

場
所　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

◦  

テ
ー
マ　
「
ス
ト
ー
マ
保
有
者
の
簡
単
に

で
き
る
運
動
と
あ
た
ま
の
体
操
」

問
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
看
護
部

☎（
44
）２
１
８
５

　

11
月
５
日
㈫
よ
り
、
住
民
票
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
お
よ
び
通
知
カ
ー
ド
な
ど
へ
旧

氏
（
旧
姓
）
が
併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
婚
姻
な
ど
で
氏
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

で
も
、
従
来
称
し
て
き
た
氏
を
記
載
す
る
こ

と
で
、
就
職
や
職
場
な
ど
に
お
け
る
本
人
確

認
書
類
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

希
望
す
る
場
合
は
市
民
課
も
し
く
は
各
市
民

セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※�

旧
氏
と
は
、
そ
の
人
の
過
去
の
戸
籍
上
の

氏
の
こ
と
で
す
。
氏
は
そ
の
人
に
係
る
戸

籍
、
ま
た
は
除
か
れ
た
戸
籍
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

◦  

請
求
に
必
要
な
も
の

　

 

①
戸
籍
謄
本
な
ど
（
希
望
す
る
旧
氏
が
記

載
さ
れ
た
戸
籍〔
ま
た
は
除
か
れ
た
戸
籍
〕

か
ら
、
現
在
の
氏
が
記
載
さ
れ
て
い
る
戸

籍
に
至
る
全
て
の
戸
籍
謄
本
な
ど
）
②
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

③
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

問
市
民
課　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
６
９

令
和
２
年
度
公
民
館
講
座
「
自
主
講
座
」
団

体
登
録
を
受
け
付
け
ま
す

　

講
座
生
が
主
体
に
な
り
運
営
す
る
「
自
主

講
座
」
の
団
体
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。
登

録
を
行
っ
た
講
座
団
体
に
は
、
令
和
２
年
度

の
施
設
利
用
の
年
間
予
約
に
つ
い
て
、
市
が

支
援
し
ま
す
。

※
自
主
講
座
の
団
体
登
録
は
毎
年
必
要
で
す
。

◦  

申
請
期
間　
11
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮

　

平
日
の
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
で

売
電
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で
山
鹿
市
の

情
報
を
配
信
中
「
デ
タ
ポ
ン
」

清
浦
記
念
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

苺
の
会
（
ス
ト
ー
マ
患
者
の
集
い
）

住
民
票
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

旧き
ゅ
う

氏う
じ

が
併
記
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

公
民
館
講
座

◦  

申
請
場
所　
社
会
教
育
課
、
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
地
区
公

民
館

新
し
い
公
民
館
講
座
を
ご
提
案
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
誰
も
が
自
由
に
参
加
で
き
る
魅

力
的
な
講
座
や
、
た
め
に
な
る
講
座
開
設
を

準
備
し
て
い
ま
す
。「
こ
ん
な
こ
と
を
学
び

た
い
」「
こ
ん
な
講
座
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」「
こ

ん
な
講
座
を
教
え
た
い
」
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦  

募
集
期
間　
11
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮

　

平
日
の
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

問
社
会
教
育
課　
　
　
　

☎（
43
）１
６
５
１

今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�
国
民
健
康
保
険
税
（
第
６
期
）

◦�
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
５
期
）

◦�
納
期
限　
12
月
２
日
㈪

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦��

夜
間
（
平
日
）　
11
月
25
日
㈪
〜
29
日
㈮

午
後
５
時
半
〜
午
後
７
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　
11
月
24
日
㈰

　

午
前
８
時
半
〜
正
午

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課�
⑥
番
窓
口

※ 

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係　
　
　

☎（
43
）１
１
４
４
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「
広
報
や
ま
が
２
月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
し
た
、
森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
へ
の
意

向
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
本
年
度
は
山
鹿
地

区
の
一
部
（
三
玉
校
区
お
よ
び
そ
の
周
辺
）
の

森
林
所
有
者
へ
の
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◦  

調
査
方
法

　

 

森
林
所
有
者
ご
と
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付

し
ま
す
。

◦  

調
査
期
間

　

 

10
月
末
よ
り
順
次
発
送
し
て
い
ま
す
。
回

答
期
限
は
同
封
の
依
頼
文
に
記
載
し
て
い

ま
す
。
期
限
内
の
回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

◦  

調
査
会
社　
鹿
本
森
林
組
合

問
農
林
整
備
課　
　
　
　

☎（
43
）１
５
７
１

　

県
内
で
は
毎
年
、
十
数
人
の
尊
い
命
が
農

作
業
事
故
で
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
65
歳

以
上
の
高
齢
者
に
よ
る
事
故
や
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
の
農
業
機
械
に
よ
る
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
農
作
業
に
は
多
く
の
危
険
が

潜
ん
で
い
ま
す
。
農
作
業
事
故
を
な
く
す
た

め
に
は
一
人
一
人
が
事
故
防
止
意
識
を
持
っ

て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
家

族
や
仲
間
か
ら
も
「
声
か
け
」
を
行
い
、
よ

り
一
層
の
事
故
防
止
意
識
を
持
っ
て
、
農
作

業
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
業
振
興
課　
　
　
　

☎（
43
）１
５
５
６

森
林
所
有
者
ア
ン
ケ
ー
ト

ス
ト
ッ
プ
！
農
作
業
事
故

　
「
成
年
後
見
制
度
っ
て
何
？
」「
認
知
症
の

家
族
の
預
金
を
下
ろ
す
に
は
裁
判
所
で
手
続

き
が
必
要
と
言
わ
れ
た
け
れ
ど
、
ど
う
い

う
こ
と
？
」「
手
続
き
に
は
い
く
ら
か
か
る

の
？
」
な
ど
の
疑
問
に
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。

◦  

日
時　
11
月
13
日
㈬

　

午
後
２
時
（
午
後
１
時
半
開
場
）

◦ 

場
所　
熊
本
市
役
所　

大
ホ
ー
ル

◦  

定
員　
１
２
０
人
程
度
（
先
着
順
）

※�

席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
申
し
込

み
を
し
た
人
優
先
。

問
熊
本
家
庭
裁
判
所

☎
０
９
６（
２
０
６
）５
１
４
３

　

熊
本
県
鹿
本
地
域
振
興
局
で
は
、
熊
本
県

鹿
本
総
合
庁
舎
に
お
け
る
施
設
の
老
朽
化
対

策
お
よ
び
山
鹿
保
健
所
機
能
の
熊
本
県
鹿
本

総
合
庁
舎
へ
の
集
約
を
図
る
た
め
、
10
月
か

ら
総
合
庁
舎
の
内
部
改
修
工
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
庁
舎
内
執
務
室
の
配
置
変
更
や
工

事
車
両
の
出
入
り
な
ど
に
よ
り
、
皆
さ
ま
に

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◦  

工
事
期
間　
令
和
３
年
２
月
ま
で（
予
定
）

問 

熊
本
県
県
北
広
域
本
部
鹿
本
地
域
振
興
局

総
務
振
興
課　
　
　

��

☎（
44
）２
１
３
１

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

時
間
額
７
９
０
円
（
10
月
１
日
か
ら
）

　

こ
の
最
低
賃
金
は
県
内
す
べ
て
の
事
業

所
、
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

問 

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６（
３
５
５
）３
２
０
２

　

９
月
に
当
所
の
施
設
整
備
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。
工
事
期
間
中
は
皆
さ
ん
に
ご
不
便

と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
近
年
、
近

隣
諸
国
に
お
い
て
は
口こ

う
て
い
え
き

蹄
疫
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
豚
コ
レ
ラ
な
ど
相

次
い
で
発
生
し
て
お
り
、
ま
た
、
国
内
で
は

東
海
地
方
で
１
年
前
に
発
生
し
た
豚
コ
レ
ラ

が
感
染
拡
大
し
て
い
ま
す
。
当
所
は
、
家
畜

伝
染
病
の
発
生
予
防
と
、
流
行
防
止
お
よ
び

危
機
管
理
体
制
の
確
立
な
ら
び
に
安
心
安
全

な
畜
産
物
の
供
給
の
た
め
の
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
家
畜
の
病
気
や
飼
養
管
理
に
つ
い

て
ご
不
明
な
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

☎（
46
）２
０
７
５

　

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
の
税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
同
時
に
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
税
務
署
で
は
、
消
費
税
の

申
告
の
た
め
に
必
要
な
区
分
経
理
・
記
帳
、

決
算
処
理
、
申
告
書
の
作
成
方
法
な
ど
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

説
明
会
の
日
程
や
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る

詳
し
い
情
報
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
特
設
サ
イ
ト
「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な

点
は
軽
減
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０

−

２
０
５

−

５
５
３
）
ま
た
は
税
務
署
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

基
礎
か
ら
分
か
る

成
年
後
見
制
度
説
明
会

熊
本
県
鹿
本
総
合
庁
舎

改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

使
用
者
も
、
労
働
者
も

新
し
い
熊
本
県
城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

が
完
成
し
ま
し
た

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
の
軽
減
税
率
制

度
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

問 

山
鹿
税
務
署

　

※
自
動
音
声
案
内　

�　

�

☎（
44
）２
１
８
１

10%
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◦  

職
種　
栄
養
士
ま
た
は
管
理
栄
養
士

◦  

業
務
内
容　
家
庭
訪
問
お
よ
び
各
種
健
康

診
査
時
の
栄
養
指
導
業
務
な
ど

◦  

募
集
人
員　
１
人

◦ 

勤
務
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
45
分（
平
日
の
み
）

◦  

賃
金
（
日
額
）　
６
８
０
０
円
（
栄
養
士
）

　

７
１
０
０
円
（
管
理
栄
養
士
）

◦  

任
用
期
間　
12
月
２
日
㈪
〜
令
和
２
年
３

月
31
日
㈫

◦ 

保
険　
雇
用
保
険
、
災
害
補
償
制
度

◦ 

申
込
期
限　
11
月
11
日
㈪

◦  

申
し
込
み
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
資
格
免
許
証
の
写
し
を

添
え
て
健
康
増
進
課
へ
持
参
す
る
か
郵
送

問
健
康
増
進
課　
　
　
　

☎（
43
）０
０
５
０

募
　
集

山
鹿
市
立
小
中
学
校

給
食
臨
時
調
理
員
募
集

◦  

業
務
内
容　
給
食
調
理
に
関
す
る
こ
と

◦  

募
集
人
員　
若
干
名

◦  

勤
務
場
所　
山
鹿
市
内
の
小
中
学
校

◦  

勤
務
条
件
・
必
要
資
格

　

資
格
は
問
い
ま
せ
ん

◦  

賃
金
（
日
額
）　
６
３
０
０
円

◦  

任
用
期
間　
11
月
18
日
㈪
〜
令
和
２
年
３

月
31
日
㈫
（
要
相
談
）

◦  

勤
務
時
間　
７
時
間
45
分
（
昼
休
み
45
分

含
ま
ず
）

◦ 
保
険　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇

用
保
険
、
労
災
保
険

◦ 

申
込
期
限　
随
時（
定
員
に
達
す
る
ま
で
）

◦  

申
し
込
み
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
教
育
総
務
課
に
持
参
す

る
か
郵
送

問
教
育
総
務
課　
　
　
　

☎（
43
）１
６
３
８

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
員
募
集

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
原
則
60
歳
以
上
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
、
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。
新
入
会
員
説
明
会
を

毎
月
２
回
開
催
し
ま
す
の
で
、
入
会
を
希

望
す
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

特
に
剪せ

ん

定て
い

、
草
刈
り
、
清
掃
、
農
作
業

の
会
員
さ
ん
を
募
集
し
てい
ま
す
。

◦��

説
明
会
期
日  

11
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬

◦��

会
場　
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◦�

時
間　
午
前
10
時
〜

問（
公
社
）山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）１
８
５
０

山
鹿
市
非
常
勤
職
員

栄
養
士
ま
た
は
管
理
栄
養
士
募
集

　

県
で
は
、
道
路
の
混
雑
区
間
の
解
消
な
ど

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
国
道
３
２
５
号
の
４

車
線
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
山
鹿
市
方

保
田
〜
鹿
本
町
下
高
橋
の
区
間
に
つ
い
て
説

明
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◦ 

説
明
会　
国
道
３
２
５
号
４
車
線
化
事
業

計
画
の
概
要
に
つ
い
て

◦ 

日
時　
11
月
19
日
㈫
・
20
日
㈬

　

受
け
付
け
：
午
後
６
時
半

　

説
明
会
：
午
後
７
時

◦ 

場
所　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

問 

熊
本
県
県
北
広
域
本
部
土
木
部
工
務
課

☎
０
９
６
８（
25
）２
１
６
６

国
道
３
２
５
号
４
車
線
化
事
業
に

伴
う
説
明
会

相
　
談

　

県
で
は
外
国
人
の
方
が
熊
本
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
多
言
語
に
よ
る
生
活
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
困
り
の
際
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦ 

場
所　
県
庁
７
階　

国
際
課
内

◦ 

相
談
時
間

　

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

◦ 
電
話　
０
８
０（
４
２
７
５
）４
４
８
９

問 
県
国
際
課
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
１
５
８

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
お
よ
び
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
11
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰

ま
で
の
７
日
間
を
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
定
め
、
女
性

を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
の
人
権
相
談
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
熊
本
地
方
法
務
局
お
よ
び
熊
本
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
に
よ
る
被
害
な
ど
の

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◦ 

日
時　
11
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰�

７
日
間

◦ 

受
付
時
間　
午
前
８
時
半
〜
午
後
７
時

※
23
日
㈯
・
24
日
㈰
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◦ 

電
話　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

熊
本
県
外
国
人
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

開
設

全
国一斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

専
用
電
話
０
５
７
０

−
０
７
０

−

８
１
０

◦  

相
談
担
当
者　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

職
員

※�

相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
常
時
、
開

庁
日
の
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分
ま

で
、
同
じ
専
用
電
話
番
号
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

問 

熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
５

　対象区間

　出典：国土地理院ウェブサイト
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山
鹿
を
訪
れ
る
お
客
さ
ま
に
、
郷
土
の
歴

史
と
文
化
を
案
内
す
る
市
民
の
観
光
案
内
ガ

イ
ド
養
成
講
座
で
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
楽
し

く
活
動
し
ま
せ
ん
か
？
古
墳
や
史
跡
、
八
千

代
座
、
山
鹿
灯
籠
民
芸
館
、
さ
く
ら
湯
な
ど

豊
前
街
道
沿
い
の
観
光
案
内
に
つ
い
て
、
実
際

に
街
歩
き
を
し
な
が
ら
２
週
に
わ
た
り
楽
し

く
学
ん
で
い
き
ま
す
。

◦  

日
程

　

11
月
19
日
㈫　

開
講
式
：
午
前
９
時

　

講
座
①
：
午
前
10
時
〜
正
午

　

講
座
②
：
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

　

11
月
26
日
㈫

　

講
座
③
：
午
前
10
時
〜
11
時
半

◦  

参
加
費　
無
料

　
「
60
歳
か
ら
輝
こ
う
！
」
女
性
を
対
象
と

し
た
入
会
説
明
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦  

日
時　
11
月
20
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
半

◦  

会
場　
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◦  

対
象
者　
市
内
に
お
住
ま
い
の
原
則
60
歳

以
上
の
女
性

問
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）１
８
５
０

職
業
訓
練
コ
ー
ス

　

職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓
練
に
よ

る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
、
早
期
就
職
を

実
現
す
る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
で

す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教
科
書
代
な

ど
が
必
要
で
す
。

※�
近
日
中
に
実
施
予
定
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊

池
管
内
の
職
業
訓
練

◦ 

訓
練
場
所　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

（
合
志
市
須
屋
）

◦ 

募
集
期
間　
11
月
１
日
㈮
〜
28
日
㈭

◦ 

訓
練
科
目　
溶
接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ

ー
ビ
ス
科
、
生
産
設
備
保
全
技
術
科
、
住

宅
リ
フォ
ー
ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾
で
は
職
業
訓
練

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
訓
練
は
も
の
づ
く

り
を
中
心
と
し
た
就
職
に
結
び
付
き
や
す
い

内
容
で
す
。
訓
練
に
興
味
の
あ
る
人
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦ 

募
集
科
・
募
集
人
員　

　

・�

Ｃ
Ａ
Ｄ
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
科
（
女

性
の
み
）　

15
人

　

・
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
加
工
科　

15
人

　

・
溶
接
施
工
技
術
科　

12
人

　

・
建
設
機
械
科　

10
人

　

・
ビ
ル
管
理
技
術
科　

15
人

◦ 

募
集
期
間　
11
月
１
日
㈮
〜
21
日
㈭

◦ 

筆
記
試
験
・
面
接
日　
11
月
29
日
㈮

◦ 

入
所
日　
令
和
２
年
１
月
７
日
㈫

◦ 

訓
練
期
間　
６
ヵ
月

◦ 

必
要
経
費　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教

科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

☎
０
９
６
８（
62
）８
６
１
０

◦  

募
集
種
目　
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

◦ 

募
集
資
格　

令
和
２
年
４
月
１
日
㈬
現

在
、
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
子

◦  

募
集
期
間　
随
時

◦  

試
験
日　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

問 

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　

山
鹿
地
域
事
務
所

☎（
43
）７
４
５
７

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

山
鹿
市
非
常
勤
職
員
要
介
護
認
定

訪
問
調
査
員
募
集

◦  

職
種　
訪
問
調
査
員（
看
護
師
、准
看
護
師
、

介
護
支
援
専
門
員
、
社
会
福
祉
士
、
介
護

福
祉
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
）

　

若
干
名
募
集

◦  

業
務
内
容　
訪
問
調
査
お
よ
び
シ
ス
テ
ム

入
力

◦ 

任
用
期
間

　

12
月
上
旬
〜
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫

※�

認
定
調
査
員
研
修
を
受
講
済
み
の
人
は
、

よ
り
早
い
時
期
の
任
用
が
可
能
で
す
（
応

募
日
に
よ
り
任
用
期
間
が
変
わ
り
ま
す
）。

◦ 

勤
務
時
間　
週
29
時
間
以
内

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
45
分（
平
日
の
み
）

◦ 

賃
金
（
日
額
）
７
１
０
０
円

◦ 

保
険　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保

険
、
災
害
補
償
制
度

◦ 

申
し
込
み
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
資
格
免
許
証
の
写
し
を

添
え
て
長
寿
支
援
課
に
持
参
か
郵
送

山
鹿
市
旅
先
案
内
人
養
成
講
座

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

女
性
向
け
入
会
説
明
会
参
加
者
募
集

公
共
職
業
訓
練

１
月
期
生
募
集

◦ 

申
込
期
限　
随
時
受
け
付
け
中
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り

◦ 

面
接
試
験　
申
込
者
へ
通
知
し
ま
す
。

問
長
寿
支
援
課　
　
　
　

☎（
43
）１
１
８
０

◦  

申
し
込
み
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◦ 

申
し
込
み
締
め
切
り

　
11
月
14
日
㈭　

午
後
５
時
ま
で

※�

日
程
、
コ
ー
ス
詳
細
は
お
申
し
込
み
後
、

参
加
者
に
郵
送
し
ま
す
。

問（
一
財
）地
域
振
興
公
社☎（

43
）０
１
１
１

◦ 

訓
練
期
間

　

�

令
和
２
年
１
月
７
日
㈫
〜
６
月
29
日
㈪

◦ 

訓
練
場
所　
総
合
プ
ラ
ン
ト
大
津
校

　
（
大
津
町
杉
水
）

◦ 

募
集
期
限　
11
月
25
日
㈪

◦ 

訓
練
科
目　
Ｆ
Ｐ
経
理
パ
ソ
コ
ン
科

◦ 

訓
練
期
間

　

�

12
月
26
日
㈭
〜
令
和
２
年
３
月
30
日
㈪

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５
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�　

県
と
県
内
企
業
な
ど
が
協
力
し
、
県
内
に

就
職
す
る
若
者
の
奨
学
金
返
還
Ｕ
タ
ー
ン
費

用
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。
現
在
、
令
和
２
年

度
・
３
年
度
に
就
職
す
る
人
の
登
録
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
支
援
を
受
け
る
た
め
に

は
、
就
職
内
定
前
に
あ
ら
か
じ
め
制
度
に
登

録
（
無
料
）
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◦ 

支
援
内
容　

　

奨
学
金
返
還
支
援
額　

最
大
４
５
６
万
円

　

赴
任
費
用
等
支
援
額　

最
大
50
万
円

問 

県
企
画
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
０
１
８

�　

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
実
行
委
員
会

で
は
、
視
覚
障
が
い
が
あ
り
な
が
ら
も
お
笑

い
芸
人
と
し
て
全
国
で
活
躍
す
る
濱
田
祐ゆ

う

太た

郎ろ
う

さ
ん
に
よ
る
、
ネ
タ
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
観
覧
料
は
無
料
で
す
が
、
事

前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時　
12
月
14
日
㈯　

午
後
１
時

◦ 
会
場　
県
庁
地
下
大
会
議
室

問 
く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
実
行
委
員
会

　
（
県
障
が
い
者
支
援
課
内
）

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
３
５

「
く
ま
活
サ
ポ
ー
ト
」
登
録
者
募
集

「
く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
観
覧
者
募
集

�　

赤
米
体
験
教
室
③
「
餅
つ
き
」

　
「
稲
刈
り
」
で
収
穫
し
た
赤
米
を
材
料
に
、

き
ね
と
臼
を
使
っ
て
昔
な
が
ら
の
餅
つ
き
を

体
験
し
ま
す
。

◦ 

日
時　
12
月
14
日
㈯　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

◦ �

参
加
費　
５
５
０
円　

先
着
60
人

※�

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

申
し
込
み
受
け
付
け
11
月
１
日
㈮
〜　
　

　
（
月
曜
休
館
）

問 

県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎（
36
）２
１
５
１

装
飾
古
墳
館

定
期
体
験
教
室
11
月
受
け
付
け

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
生
の
募
集

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
（
玉
名
校
）

　

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
３
級
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
初
級
の
合
格
を

目
指
し
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
も
習
得
し
ま
す
。

◦ 

受
講
対
象

　

�

身
体
（
聴
覚
・
上
肢
・
下
肢
・
内
部
）、精
神
、

発
達
、
難
病

◦ 

募
集
人
員　
10
人

◦ 

募
集
期
限　
11
月
29
日
㈮
ま
で

◦  

訓
練
期
間

　
令
和
２
年
１
月
７
日
㈫
〜
３
月
24
日
㈫　

　
（
３
ヵ
月
間
）

◦ 

訓
練
場
所　
Ｐ
Ｃ
ク
リ
エ
イ
ト
玉
名
教
室

（
玉
名
市
築
地
）

在
宅
・
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
（
熊
本
校
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
自
宅
で
パ
ソ

コ
ン
の
基
礎
知
識
な
ど
を
学
び
、
在
宅
の
仕

事
も
で
き
る
よ
う
目
指
し
ま
す
。

◦ 

受
講
対
象

　

�

身
体
（
視
覚
・
聴
覚
・
聴
覚
・
上
肢
・
下
肢
・

内
部
）、
知
的
、
精
神
、
発
達
、
難
病
、

高
次
脳
機
能

◦ 

募
集
人
員　
10
人

◦ 

募
集
期
限　
11
月
29
日
㈮
ま
で

◦  

訓
練
期
間　
令
和
２
年
１
月
７
日
㈫
〜

　

３
月
24
日
㈫　
（
３
ヵ
月
間
）

◦ 

訓
練
場
所　
自
宅
で
の
訓
練
（
ｅ

−ラ
ー
ニ

ン
グ
）
実
施
事
業
所
：
㈲
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
基
礎
科（
熊
本
校
）

　
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
知
識
な
ど
を
習
得
し
ま
す
。

◦ 

受
講
対
象
（
在
職
者
訓
練
）

　

�

身
体
（
視
覚
・
聴
覚
・
聴
覚
・
上
肢
・
下
肢
・

内
部
）、
知
的
、
精
神
、
発
達
、
難
病
、

高
次
脳
機
能

◦ 

募
集
人
員　
10
人

◦ 

募
集
期
限　
11
月
29
日
㈮
ま
で

◦  

訓
練
期
間　
令
和
２
年
１
月
６
日
㈪
〜

　

３
月
23
日
㈪　
（
３
ヵ
月
間
）

※�

訓
練
は
月
・
木
曜
日
、
午
後
６
時
半
〜

　
（
２
時
間
程
度
）

◦ 

訓
練
場
所　
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
シ
ス
テ

ム
ラ
ン
ド
熊
本
校
（
熊
本
市
中
央
区
）

※�

各
コ
ー
ス
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ

ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

※�

受
講
生
募
集
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
熊

本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
）
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
２
９
７
）９
９
１
５

理容ハタシマ カット1200円（税込）
山鹿店・3号線セントラルパーク内源氏湯そば
東　店・325号線Mr.Max ななめ前に移動しました
※60歳以上 200 円割引（セット・平日のみのご利用）
※理容師スタッフ募集中！詳細はお電話ください。 お問い合わせ

☎0968（43）1838

H

山鹿市鹿本町御宇田691-1　有限会社たけや
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�　

江
戸
時
代
、
参
勤
交
代
な
ど
の
宿
泊
所
に

使
わ
れ
た
御
茶
屋
・
御
客
屋
。
山
鹿
湯
町
は

こ
の
施
設
を
中
心
に
宿
場
町
と
し
て
栄
え
ま

し
た
。
残
さ
れ
た
古
文
書
か
ら
、
当
時
の
参

勤
交
代
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
山
鹿
を
中
心
と

し
た
御
茶
屋
・
御
客
屋
に
つ
い
て
話
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◦ 

日
時

　

11
月
17
日
㈰

　

午
後
２
時
〜
（
90
分
程
度
）

◦ 

会
場　
山
鹿
市
立
博
物
館　

研
修
室

◦ 

講
師　
右
山
幸こ

う

介す
け

氏
（
郷
土
史
家
）

◦ 

演
題　
古
文
書
が
語
る
御
茶
屋
・
御
客
屋

の
実
態
〜
山
鹿
郡
・
玉
名
郡
を
中
心
に
〜

◦ 

参
加
費　
無
料

◦ 

定
員　
40
人

※�

参
加
ご
希
望
の
人
は
11
月
10
日
㈰
ま
で
に

博
物
館
へ
電
話
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
（
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
は
休
館
）

問 

山
鹿
市
立
博
物
館

☎（
43
）１
１
４
５

�
◦ 
日
時　
11
月
16
日
㈯　

午
後
１
時
半

◦ 
会
場

　

山
鹿
市
立
博
物
館
東
側「
古
代
の
森
広
場
」

※�

雨
天
の
場
合
は
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ

タ
ー
ミ
ナ
ル

◦ 

出
演　
市
内
の
音
楽
団
体
や
合
唱
団

◦
見
学
料　
無
料

問 

山
鹿
市
立
博
物
館　
　

☎（
43
）１
１
４
５

　

ふ
る
さ
と
山
鹿
を
誰
よ
り
も
愛
し
、
山
鹿

の
音
楽
教
育
の
発
展
に
情
熱
を
注
ぎ
、
郷
土

の
文
化
・
芸
術
の
振
興
に
貢
献
し
た
故
大
代

　

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
と
は
、
認
知
症
の
人
や
家
族
・

支
援
者
な
ど
が
全
国
で
リ
レ
ー
を
し
な
が
ら

た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
認
知
症
の
人
と
地
域
の

人
と
の
交
流
を
通
し
て
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。こ
の
た
す
き
リ
レ
ー

が
山
鹿
市
に
や
っ
て
き
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
の

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
ま
す
。

街
頭
で
の
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
が
ん
」
は
日
本
人
に
と
っ
て
身
近
な
病

気
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
発
症
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
特
に
「
生
活

習
慣
病
」
は
、
年
齢
と
と
も
に
が
ん
の
リ
ス

ク
を
高
め
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
が
ん
の
予
防
、
診
断
、

治
療
、
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

解
説
し
、
が
ん
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

◦ 

日
時　
12
月
７
日
㈯

　

開
場
：
午
前
９
時
半

　

開
演
：
午
前
10
時

◦ 
場
所　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦ 

内
容　
当
セ
ン
タ
ー
医
師
な
ど
に
よ
る
講

演
会

◦ 

入
場
料　
無
料
（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

問 

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
管
理
課

☎（
44
）２
１
８
５

山
鹿
市
文
化
歴
史
講
演
会

第
１
回
肥
後
古
代
の
森
や
ま
が
音
楽
祭

山
鹿
市
立
博
物
館
冬
季
企
画

「
大
代
寅と

ら

次じ

郎ろ
う

」
展

Ｒら

ん
Ｕ
Ｎ
伴と

も

２
０
１
９
山
鹿
の
開
催

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

第
４
回
市
民
公
開
講
座

催
　
し

寅
次
郎
氏
の
功
績
を
振
り
返
り
ま
す
。

◦ 

期
間

　

11
月
30
日
㈯
〜
令
和
２
年
３
月
１
日
㈰

◦ 

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦ 

場
所　
山
鹿
市
立
博
物
館

◦ 

見
学
料　
大
人
２
７
０
円
、
高
校
生
以
下

70
円
（
山
鹿
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料
）

�

◦ 

休
館
日　
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
開
館
し
、
翌
日
休
館
）

問 

山
鹿
市
立
博
物
館　
　

☎（
43
）１
１
４
５

◦ 

開
催
日

　

11
月
10
日
㈰　

午
前
９
時
45
分

　
（
午
前
11
時
ゴ
ー
ル
予
定
）

◦ 

場
所

　

�

コ
ー
ス
①

　

�

大
坂
総
合
歯
科
（
熊
入
町
）
ス
タ
ー
ト

↓

さ
く
ら
湯
ゴ
ー
ル

　

�

コ
ー
ス
②

　

�

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ー
ト

↓

さ
く
ら

湯
ゴ
ー
ル

※
さ
く
ら
湯
で
は
ゴ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー☎（

43
）１
０
７
７

屋内清掃・剪定・農作業会員募集中！　まずはご相談を！
★ シルバー派遣事業についてもご相談ください ★

　　　　　　 ※詳しくはホームページを　http://www.sjc.ne.jp/yamaga/

センターにて新入会員説明会を開催します。
毎月、第２・４水曜日

【お問い合わせ先】
　  （公社）山鹿市シルバー人材センター
　〒861ｰ0501　山鹿市山鹿402-8
　☎0968ｰ44ｰ1850

シルバー会員募集中！

草取り・草刈りなど、シルバー人材センターにお任せください
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熊
本
県
公
共
関
与
管
理
型
最
終
処
分
場

「
エ
コ
ア
く
ま
も
と
」
で
は
、
ド
ン
グ
リ
の

落
下
す
る
季
節
に
合
わ
せ
、
独
自
に
作
成
し

た
ド
ン
グ
リ
の
分
類
表
を
使
っ
て
ド
ン
グ
リ

の
名
前
を
調
べ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦ 

日
時　
11
月
16
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

◦ 

場
所　

最
終
処
分
場
エ
コ
ア
く
ま
も
と

（
南
関
町
下
坂
下
）

◦ 

対
象
者　
幼
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
20

組
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◦ 

参
加
費　
無
料

◦ 

持
参
品　
帽
子
、
水
筒
、
筆
記
具
、
散
策

で
き
る
服
装

◦ 

申
し
込
み
締
め
切
り　
11
月
７
日
㈭

※�

申
し
込
み
は
参
加
者
の
住
所
・
氏
名
・
学

年
・
連
絡
先
を
は
が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
�

〒
８
６
１

−

０
８
２
１
玉
名
郡
南
関
町
下

坂
下
４
７
７
１

−

３
（
公
財
）熊
本
県
環

境
整
備
事
業
団
「
エ
コ
ア
く
ま
も
と
」

　

�

☎
０
９
６
８（
53
）８
５
０
０
・　
（
53
）

８
５
１
０
・
メ
ー
ルinfo@

kksj.jp

問  

熊
本
県
環
境
整
備
事
業
団

☎
０
９
６
８（
53
）８
５
０
０

企
画
展
Ⅲ
「
八
代
海
周
辺
の
装
飾
古
墳
」
展

　

熊
本
県
南
部
、
八
代
海
周
辺
は
熊
本
県
で

も
最
も
早
く
装
飾
古
墳
が
造
ら
れ
た
地
域
で

装
飾
古
墳
館
11
月
の
イ
ベ
ン
ト

す
。
こ
の
展
示
で
は
、
八
代
海
周
辺
地
域
の

装
飾
古
墳
の
出
現
と
展
開
の
過
程
を
写
真
や

パ
ネ
ル
や
出
土
品
で
た
ど
り
、
装
飾
古
墳
を

育
ん
だ
こ
の
地
域
が
古
墳
時
代
に
果
た
し
た

意
義
を
考
え
ま
す
。

◦ 

日
時　
11
月
６
日
㈬
〜
12
月
15
日
㈰

　

午
前
９
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
入
館
は
午
後
４
時
45
分
ま
で
）

◦ 

場
所　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦ 

入
館
料　
大
人
４
３
０
円
、
大
学
生
２
６
０

円
、
高
校
生
以
下
無
料

企
画
展
特
別
講
座

「
八
代
海
周
辺
の
装
飾
古
墳
」

◦ 
日
時　
11
月
９
日
㈯

　

午
後
１
時
半
〜
午
後
３
時

◦ 

講
師　
熊
本
県
文
化
課　

参
事

　
　
　
　

古
城
史ふ

み

雄お

氏

◦ 

定
員　
各
回
１
０
０
人
程
度

◦ 

参
加
費　
無
料
（
事
前
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
定
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
当
日
参
加

も
で
き
ま
す
）

◦ 

場
所　
県
立
装
飾
古
墳
館

問
県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎（
36
）２
１
５
１

菊
池
川
流
域
古
代
文
化
研
究
会
＆
熊
本
県
立

装
飾
古
墳
館
講
座

第
５
回
「
菊
池
川
流
域
の
装
飾
古
墳
」

◦ 

日
時　
11
月
30
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時

◦ 

講
師　
装
飾
古
墳
館　

学
芸
課
長

　
　
　
　

廣
田
静し

ず
た
か学
氏

◦ 

定
員　
各
回
１
０
０
人
程
度

◦ 

参
加
費　
無
料
（
事
前
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
定
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
当
日
参
加

ど
ん
ぐ
り
の
名
前
を
調
べ
よ
う

FAX

�　

〜
悩
ん
で
い
る
人
に
一
緒
に
寄
り
添
い
、

気
づ
く
た
め
に
〜

　

現
在
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
人
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
心
の
不
調
に
よ
る
休
職
や

離
職
、
自
死
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
と
は
、悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、

声
を
か
け
、
話
を
聞
い
て
、
必
要
な
支
援
に

つ
な
げ
、
見
守
る
人
で
あ
り
、
誰
も
が
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
に
な
れ
ま
す
。
悩
ん
で
い
る
人

は
、
話
を
聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
少
し
気

持
ち
が
軽
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◦ 

日
時

　

11
月
25
日
㈪　

午
後
１
時
半
〜
３
時

　

受
け
付
け
：
午
後
１
時
〜

◦ 

会
場　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦ 

講
師　
上
野
知と

も

子こ

氏
（
山
鹿
回
生
病
院　

精
神
保
健
福
祉
士
）

◦
講
演
内
容　
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割

に
つ
い
て
〜
声
か
け
・
気
づ
き
・
傾
聴
・
つ

な
ぎ
・
見
守
り
〜
」

◦ 

参
加
費　
無
料

◦ 

定
員　
80
人
程
度

※�

参
加
ご
希
望
の
人
は
健
康
増
進
課
へ
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

健
康
増
進
課　
　
　
　

☎（
43
）０
０
５
０

気
づ
き
・
つ
な
ぐ
山
鹿
市

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
会
」

も
で
き
ま
す
）

問  

菊
池
川
流
域
古
代
文
化
研
究
会
事
務
局

　
（
県
立
装
飾
古
墳
館
内
）��

☎（
36
）２
１
５
１

愛

♥ホームページ♥ ⇒ http://www.ishinofurukawa.co.jp 山鹿市方保田3514-1

90
万円
（税別）

80
万円
（税別）

建設業の許可石工事 熊本県知事般ー27第12675

　　　　・お墓をつくりたい。
・墓誌に記名していないから
  刻みたい。
・お墓をリフォームしたい。
・近くに良い墓地はないか。
・香炉や花立てだけを新しくしたい。
　　　  ・お墓を移転したい。
　　　  ・墓じまいしたい。

よ く あ る 質ご 門 内 容

光
”お墓のメンテナンス会社”
石のふるかわ

に、どんなことでもご相談ください！
　　もう、墓誌のご記名は
　  お済みですか？
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◦ 
日
時　
11
月
６
日
㈬

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

◦ 

場
所　
山
鹿
保
健
所

◦ 

テ
ー
マ

　

認
知
症
の
予
防
と
対
策
に
つ
い
て

◦ 

参
加
費　
無
料

※�

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問 

山
鹿
保
健
所
保
健
予
防
課☎（

44
）４
１
２
１

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と

し
て
、
矯
正
施
設
の
実
情
や
役
割
に
つ
い
て

広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
矯
正
展
を
開
催

し
ま
す
。

◦ 

日
時　
11
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰

　

午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時

　
（
24
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

◦ 

場
所　
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

◦ 

内
容　
全
国
の
刑
務
所
作
業
製
品
お
よ
び

職
業
指
導
製
品
の
展
示
・
販
売
、
矯
正
広

報
パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
、体
験
型
広
報（
美

徳
の
授
業
の
体
験
、
妊
婦
体
験
、
陶
芸
作

業
体
験
）、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
性
格

検
査
な
ど

◦ 

入
場
料　
無
料

問 

熊
本
刑
務
所
処
遇
部
企
画
部
門

☎
０
９
６（
３
６
４
）３
１
６
５

　

子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
の
自
由
研
究
や
ク

ラ
ス
で
取
り
組
ん
だ
約
５
万
点
の
科
学
研
究

物
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
約
１
２
０
点
を
展

示
。
展
示
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
は
、
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
も
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

◦ 

日
時　
11
月
１
日
㈮
〜
12
日
㈫

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
３
日
㈷
は
休
館
）

◦ 

場
所　
熊
本
市
環
境
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
熊
本
市
東
区
画
図
町
）

開催日 行　事　名 時間 料金
１日㈮〜
4日㉁ 坂東玉三郎　映像×舞踊公演 午後 有料

７日㈭ ケント・ナガノ指揮�熊本地震復興支援
チャリティーコンサート 午後 有料

13 日㈬ 休　館　日

16 日㈯ 東日本大震災　孤児支援
八千代座シャンソン大会 午後 無料

17 日㈰ 湯の町やまが　華の響宴 日中 無料

23 日㈷ あなたもわたしも　千両役者！ 日中 無料

24 日㈰ ハワイアンフェスティバル in八千代座 日中 有料

※� 主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。なお、
各催しのチケット・主催者などのお問い合わせは、八千代座まで。

問☎ (44)4004

11 月

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り「八千代座物語」
期日　�11 月 11 日㈪・12 日㈫・14 日㈭・18 日㈪・19 日㈫・21 日㈭・

25 日㈪・26 日㈫・28 日㈭
時間　１日２回（午前 11時・午後２時）
料金　八千代座見学　大人 530 円、小中学生 270 円（団体割引あり）
　　※�八千代座物語の鑑賞には別途　大人 500 円、小中学生 250 円

が必要です。

き
ず
な
の
会 

茶
話
会
＆
研
修
会

第
37
回　
九
州
矯
正
展

第
79
回　
科
学
展

◦ 

入
場
料　
無
料

問 

熊
本
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
８（
44
）６
６
１
３

11
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

11
月
20
日
㈬
（
第
３
水
曜
日
）
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仕事の相談はお気軽に
◦日時　11月７日㈭�
　　　　午後１時半〜４時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談
　一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時〜正午
※�予約ではありませんので、お待ち
いただく場合があります。
◦司法書士相談　午前 10時〜正午
◦法律相談　午前 10時〜正午

心配ごと相談

◦日時　�11 月６日㈬・13 日㈬・20
日㈬・27 日㈬�※要予約

　　　　午前 10時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
�◦�持参品　本人確認書類（運転免許
証など）、代理の場合は委任状

問国保年金課　☎ (43)1576

年金出張相談

秘密は固く守ります。お気軽にご相談ください。

◦日時　�11 月５日㈫・12 日㈫・19
日㈫・26 日㈫

　　　　午後１時半〜４時
◦場所　市役所福祉援護課
　　　　障がい福祉係

◦日時　�11 月６日㈬・13 日㈬・20
日㈬・27日㈬

　　　　午前９時〜 11時
◦場所　山鹿健康福祉センター

◦日時　11月 5日㈫
　　　　午後１時半〜３時半
◦場所　菊鹿市民センター

◦日時　11月 12 日㈫
　　　　午後１時半〜３時半
◦場所　鹿央市民センター

◦日時　11月 19 日㈫
　　　　午後１時半〜３時半
◦場所　鹿北市民センター

◦日時　�11 月 26 日㈫
　　　　午後１時半〜３時半
◦場所　鹿本市民センター
問福祉援護課　☎ (43)0052

障がい児・者相談
専門の相談員が支援します。

【山鹿】
①一般相談　11月１日㈮
②�司法書士相談（登記関係）
　11月 15 日㈮�※要予約
③法律相談　11月22日㈮�※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134

【鹿北】
①一般相談　11月７日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696

【菊鹿】
①一般相談　11月６日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060
【鹿本】
①一般相談　11月５日㈫
②�司法書士相談（成年後見・多重債

務・登記関係）
　11月 19 日㈫�※要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206
【鹿央】
①一般相談　11月 11 日㈪
②法律相談　11月 25日㈪�※要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811
問社会福祉協議会本所　☎ (43)1134

◦日時　11月12日㈫　午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15 分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター☎(43)0188

消費生活相談

精神保健相談

認知症に関する相談

精神保健指定医による無料の精神保
健相談です。
◦日時　11月 14 日㈭※要予約
　　　　午後２時〜
　　　　（毎月第２木曜日）
◦内容　こころの相談など
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ (44)4121

◦日時　11 月 13 日㈬・27 日㈬
　　　　午前 10 時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

※�年金事務所での相談を希望する場
合は予約専用ダイヤル（0570-05-
4890）をご利用ください。

相談は無料定 例 相 談
【一般】
①看護師・准看護師　19万円〜
②歯科衛生士　20万円〜
③介護支援専門員　169,600 円〜
④介護職員（デイサービス）
　16万円〜
⑤看護助手　146,000 円〜
⑥総務業務　239,030 円〜
⑦一般事務　133,000 円〜
⑧ルート営業　15万円〜
⑨調理師（和食）　23万円〜
⑩フロアスタッフ　173,180 円
⑪製造スタッフ　15万円〜
⑫電気工　18万円〜
⑬�病院内清掃　122,715 円〜

【パート】
①事務職　時給 1,000 円
②介護職員　時給 850 円〜
③美容師　時給 850 円〜
④精肉の販売　時給 800 円
⑤プラスチック製品の検査・梱包
　時給 800 円〜
⑥送迎および施設の営繕
　時給 1,000 円〜
⑦�洗車スタッフ　時給 850 円
⑧生花配送業務　時給 900 円〜
※詳細はご来室・ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
　午前９時半〜午後５時
問�山鹿市地域職業相談室
　☎(43)1724
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日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時
３日㈷ 桑木内科 / 小林医院 山鹿岩下薬局

４日㉁ 井上小児科医院 / 井上産婦人科医院 山鹿岩下薬局 / まつ薬局

10 日㈰ 徳永循環器科内科医院 / 大橋通クリニック 山鹿岩下薬局 / 江上薬局大橋通

17 日㈰ 山鹿回生病院 / やまがクリニック 山鹿岩下薬局薬局 / こじか薬局

23 日㈷ 保利病院 山鹿岩下薬局薬局 / まつ薬局 / エース薬局

24 日㈰ 東内科小児科医院 / 佐藤泌尿器科クリニック 山鹿岩下薬局薬局 / 海浜総合薬局

＊都合で変更になる場合があります。（鹿本医師会）＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

11 月の休日在宅当番医および当番薬局

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンド
デバイスのオムロンハンドボール部は、
1974（昭和４９）年に立石電機ハンド
ボールチームとして発足以来、山鹿市を
拠点に活動を行う、国内でも指折りの
女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとした
ハンドボール教室の開催など、地域貢献
活動にも取り組んでいます。
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オムロン
ハンドボール部

　いよいよ開幕する「2019 女子ハンドボール世界選手権大会」。山鹿市でも予選ラウンドが開催されるな
ど徐々に盛り上がってきています。オムロンハンドボール部から日本代表として４人が選出。世界を相手
に戦うオムロンの選手たちをみんなで、応援しましょう。

2019女子ハンドボール世界選手権大会開催！

日本代表選出メンバー：宮川裕
ゆ み

美選手、勝
か つ

連
れ ん

智
ち え

恵選手、石井優
ゆ か

花選手、永田しおり選手

第71回
日本ハンドボール選手権大会

　日本ハンドボールリーグをはじめとする実業団
や学生が集まり、ハンドボールの日本一決める「日
本ハンドボール選手権大会」が 12 月 24 日㈫～
28 日㈯に広島市で開催されます。２年ぶりの優勝
を目指し、頑張れオムロン。

　10 月３日～７日に、茨城県で開催された第 74 回国民
体育大会「いきいき茨城ゆめ国体 2019」が開催され、熊
本県（オムロンハンドボール部）はハンドボール成年女子
の九州代表として出場しました。順調に１回戦の大阪府、
準々決勝の三重県に勝利しましたが、準決勝で北國銀行主
体チームの石川県に敗れ、３位決定戦に。その３位決定戦
ではイズミメイプルレッズ主体チームの広島県と対戦し、
接戦となりましたが、惜しくも１点差で敗れて４位となり、
入賞はなりませんでした。残念。

第74回　国民体育大会
試 合 結 果
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熊本県 29［　　］25 大阪府

熊本県 23［　　］20 三重県

熊本県 20［　　］29 石川県

熊本県 15［　　］16 広島県
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応募時に３歳以下のお子さんを紹介するコーナーです。きょうだいなど複数人で写っている場合、３歳以下のお子さんがいれば掲載できます（１人１回）。
掲載を希望する人は、写真（データも可）とメッセージ・住所・氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所情報システム広報課へ郵送するか持参してください。

メッセージ
　３歳になったよ！ パパだ〜いスキ♥メッセージ

　兄ちゃん、姉ちゃん
　いつも優しくしてくれてありがとう！

（H28.10.16 生まれ）
山鹿（古閑）

   　 さかい　　　ちはね 

   酒井　智羽ちゃん

（H28. ３.15 生まれ）
来民 （鹿本）

　 ながた　　　み　さ　き

永田　三紗希ちゃん
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＊ 掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（情報システム広報課）

■人の動き
人口 35 人減りました 51,723 人
男性 25 人減りました 24,364 人
女性 10 人減りました 27,359 人
世帯数 18世帯増えました 21,915 世帯
〜14歳 11.8 ％ 6,108 人
15歳〜64歳 51.6 ％ 26,672 人
65歳〜 36.6 ％ 18,943 人

９月末現在 (増減は前月末比 )

利用者増加中！

「もしも」の前にダウンロード！山鹿市が運営する市民のための地域
コミュニケーションアプリです。市が発信する行政・防災・火災情報
などを取得できるほか、家族や友人、行政区や各種グループでの情報
共有ができます。日頃から「備え」としての活用をお願いします。
※避難所マップなど、他にもたくさんの機能があります。

一般グループ　※自動再生機能はありません。

メンバー招待 メールや SNSで招待

自由にグループを作って、
招待制で参加できます。

山鹿市公式グループ
ホーム画面で自動再生

自動再生機能で操作いらず！
ただ聴くだけ

外出時

自宅

お住まいの地域に密着した
情報を受信できます。

山鹿市

校区/ 行政区

鹿央
鹿北 鹿本
菊鹿

山鹿

山鹿市全域

鹿央地区
鹿本地区 菊鹿地区

校区長 / 行政区長

山鹿地区 鹿北地区

アプリの自動再生機能

居住区のスケジュールからごみ出し日の確認ができます。※ Android 版のみ

スマートフォン・タブレット
① アプリストアで「やまがメイ

ト」を検索
② アプリをダウンロードし、新規

登録

パソコン・従来型の携帯電話
①検索サイトで「やまがメイト」を検索
② パソコンはサイト上で新規登録、従来型の携帯

電話は「regist@yamaga-mate.jp」へ空メー
ルを送り、返信される登録用メールで新規登録

登
録
方
法

情報システム広報課　☎ (43)1118問


